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国
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療
福
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長
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国
際
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療
福
祉
大
学
　
総
長
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東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
に
よ
り
、

国
際
医
療
福
祉
大
学
の
校
歌
「
未
来
あ

す

へ
の
扉
」
が

演
奏
さ
れ
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
幕
を
開
け
た
。
東

京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
は
、
国
際
的
に

も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
指
揮
は
、
日
本
人

と
し
て
初
め
て
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
に
出
演
し
、

一
九
九
九
年
か
ら
東
京
フ
ィ
ル
の
専
任
指
揮
者
で

あ
る
大
町
陽
一
郎
氏
。『
大
学
祝
典
序
曲
』（
ブ
ラ

ー
ム
ス
）、『
組
曲
「
惑
星
」
よ
り
木
星
』（
ホ
ル

ス
ト
）、『
交
響
曲
第
九
番
「
新
世
界
よ
り
」』（
ド

ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
）
な
ど
、
大
迫
力
の
演
奏
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
朝
日
「
題
名
の
な

い
音
楽
会
21
」
に
も
出
演
し
て
い
る
ソ
プ
ラ
ノ
・

臼
木
あ
い
氏
に
よ
る
『
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
』（
シ

ュ
ー
ベ
ル
ト
）
な
ど
の
美
し
い
調
べ
に
、
聴
衆
は

魅
了
さ
れ
た
。

当
日
、
会
場
は
開
学
以
来
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
方
々
や
本
学
関
係
者
、
教
職
員
・
学
生
な
ど
九

六
〇
人
で
ほ
ぼ
満
席
と
な
っ
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
曲

の
『
威
風
堂
々
第
一
番
』（
エ
ル
ガ
ー
）
に
大
喝

采
が
送
ら
れ
、
一
〇
周
年
を
祝
う
に
ふ
さ
わ
し
い

盛
大
な
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
っ
た
。

■
学
校
法
人
国
際
医
療
福
祉
大
学
　
理
事
長

東京フィルハーモニー交響楽
団。（写真右頁上）
指揮・大町陽一郎氏（右）と
ソプラノ・臼木あい氏。（写
真左頁上）
常陸宮正仁同妃両殿下（左か
ら２人目、３人目）。左は谷
修一学長、右は高木邦格理事
長。（写真左頁下）

国際医療福祉大学
10周年記念
コンサート開催

国際医療福祉大学
10周年記念
コンサート開催

国際医療福祉大学の創立10周年を記念して、東京フィルハーモニー交響
楽団によるコンサートが、10月15日、常陸宮正仁親王同妃両殿下ご臨席の
もと、那須野が原ハーモニーホール（栃木県大田原市）で開催された。

1995（平成７）年４月 国際医療福祉大学開学、保健学部開設。

1997（平成９）年３月 国際医療福祉大学クリニック・言語聴覚

センター開設。

４月 医療福祉学部開設。

1998（平成10）年７月 臨床医学研究センター・国際医療福祉

病院開設。

10月 国際医療福祉総合研究所開設。

1999（平成11）年４月 大学院医療福祉研究科保健医療学専攻

（修士課程）開設。

2000（平成12）年４月 国際医療福祉リハビリテーションセン

ター開設。

11月 臨床医学研究センター・新山王病院開設。

2001（平成13）年１月 国際医療福祉大学東京ボイスセンター

開設。

４月 大学院保健医療学専攻（博士後期課程）、

医療福祉経営専攻（修士課程）開設。

４月 大学院サテライトキャンパス開設。

2002（平成14）年４月 保健学部視機能療法学科、医療福祉学

部医療福祉学科介護福祉士コース開設。

７月 国際医療福祉大学附属熱海病院開設。

2003（平成15）年４月 おおたわら総合在宅ケアセンター開設。

2004（平成16）年４月 大学院公開講座「乃木坂スクール」開設。

2005（平成17）年３月 国際医療福祉大学附属三田病院開設。

４月 薬学部、リハビリテーション学部（福岡

県大川市）開設。

７月 新国際医療福祉大学附属熱海病院開設。

９月 小田原保健医療学部設置認可。

空から
見る
変遷

①Ａ棟①Ａ棟（（実験実習棟実験実習棟））
②Ｂ棟②Ｂ棟（（実験実習棟実験実習棟））
③Ｃ棟③Ｃ棟（（実験実習棟実験実習棟））
④Ｄ棟④Ｄ棟（（講義棟講義棟））
⑤Ｅ棟⑤Ｅ棟（（講義棟講義棟））
⑥図書館⑥図書館
⑦Ｇ棟⑦Ｇ棟（（管理棟管理棟））
⑧Ｈ棟⑧Ｈ棟（（体育館体育館））
⑨Ｉ棟⑨Ｉ棟（（レストラン棟１階レストラン棟１階））

1995

⑩Ｆ棟（講義棟）
⑪Ｉ棟（レストラン棟２階）
⑫Ｊ棟（研究棟・医療経営管理学科ほか）
⑬Ｋ棟（サークル等）
⑭国際医療福祉大学クリニック（言語聴覚センター・健康管理セ
ンター）
⑮国際医療福祉リハビリテーションセンター（なす療育園、那須
療護園、那須デイセンター）
⑯Ｌ棟（大学院棟）
⑰Ｍ棟（講義・実習棟、介護福祉士コース・視機能療法学科）
⑱おおたわら総合在宅ケアセンター
⑲薬学部棟
⑳多目的施設「那須アスリーナ」（武道場、レストラン、弓道場）

2005
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⑮
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⑯



小
田
原
保
健
医
療
学
部
　
学
部
長
予
定
者

二
〇
〇
六
年
春
、
Ｊ
Ｒ
小
田
原
駅
に
隣
接
し

て
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
の
五
番
目
の
学
部
と
し

て
「
小
田
原
保
健
医
療
学
部
」
が
誕
生
し
ま
す
。

新
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
小
田
原
駅
改
札
口
よ
り

徒
歩
三
分
、
駅
の
構
内
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど

至
近
の
場
所
に
あ
り
ま
す
。
小
田
原
城
も
、
ま

る
で
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
部
で
あ
る
か
の
よ
う
に

Ｊ
Ｒ
在
来
線
の
線
路
を
挟
ん
で
す
ぐ
近
く
に
あ

り
、
学
生
に
と
っ
て
絶
好
の
憩
い
の
場
に
な
る

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
環
境
の
も
と
、
い
よ
い

よ
新
入
生
の
受
け
入
れ
が
始
ま
り
ま
す
。
新
学

部
は
看
護
学
科
、
理
学
療
法
学
科
、
作
業
療
法

学
科
の
三
学
科
で
構
成
さ
れ
、
定
員
は
一
学
年

一
三
〇
人
、
総
定
員
は
五
二
〇
人
で
す
。
学
部

と
同
時
に
、
大
学
院
も
開
設
い
た
し
ま
す
。

本
年
七
月
に
新
病
院
を
オ
ー
プ
ン
し
た
附
属

熱
海
病
院
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
栃
木

本
校
で
培
っ
て
き
た
伝
統
と
実
績
を
継
承
し
、

こ
れ
か
ら
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
分
野
を
リ
ー
ド
す

る
優
秀
な
人
材
を
育
て
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
の
拠
点
と
し
て
新
た
な

伝
統
と
文
化
を
創
造
し
て
ゆ
く
つ
も
り
で
す
。

す
で
に
各
地
で
教
員
や
受
験
希
望
者
を
対
象

と
し
た
学
部
説
明
会
を
開
催
し
、
い
ず
れ
の
会

場
も
予
想
を
上
回
る
参
加
者
で
熱
気
に
溢
れ
た

も
の
と
な
り
、
本
学
部
に
対
す
る
期
待
と
関
心

の
高
さ
を
実
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
小
田
原
保
健
医
療
学
部
に
ご
期
待
い

た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
温
か
い
ご
指

導
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、

新
入
生
の
皆
さ
ん
と
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
お

会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

古
く
か
ら
城
下
町
、
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
交
通

の
要
衝
で
、
現
在
、
新
幹
線
・
Ｊ
Ｒ
在
来
線
・
小
田

急
・
箱
根
登
山
鉄
道
な
ど
が
乗
り
入
れ
る
。
新
幹
線

で
品
川
へ
三
〇
分
、
地
理
的
条
件
の
良
さ
は
抜
群
。

観
光
地
と
し
て
有
名
な
箱
根
や
相
模
湾
な
ど
の
大

自
然
に
恵
ま
れ
、
気
候
は
温
暖
。

一
五
世
紀
初

頭
に
大
森
氏
に

よ
っ
て
築
城
。

後
に
北
条
氏
、

大
久
保
氏
な
ど

の
手
に
渡
り
、

日
本
最
大
の
中

世
城
郭
に
ま
で

発
展
し
た
が
明

治
三
年
に
廃
城
。
現
在
、
本
丸
・
二
の
丸
の
大
部
分

と
大
外
郭
の
一
部
が
国
の
史
跡
に
。
天
守
閣
・
常
盤

木
門
・
銅
門
は
復
元
さ
れ
た
。

二
宮
尊
徳
翁
の
生
誕
地
で
も
あ
る
小
田
原
は
歴
史

と
文
化
の
町
。
小
田
原
駅
近
く
に
は
、
北
条
氏
政
と

そ
の
弟
、
氏
照
の
墓
が
あ
る
。
こ
こ
に
あ
る
「
幸
せ

の
鈴
」
に
願
い
を
か
け
る
人
は
後
を
絶
た
な
い
。

小
田
原
と
い
え
ば
「
か
ま
ぼ
こ
」。
最
近
で
は
デ

ィ
ズ
ニ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
か
ま
ぼ
こ
も
登
場
。
毎

年
十
月
、
か
ま
ぼ
こ
な
ど
の
練
り
製
品
を
使
っ
た

「
お
で
ん
祭
り
」
が
開
か
れ
、
お
で
ん
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
に
お
よ
そ
五
〇
〇
〇
人
が
訪
れ
る
。

4

一
二
月
を
迎
え
、
入
試
シ
ー
ズ
ン
も
本
格
化
。

本
学
の
入
学
試
験
は
、
二
〇
〇
六
年
四
月
に

開
設
予
定
の
「
小
田
原
保
健
医
療
学
部
」
を
含

め
、
五
学
部
一
四
学
科
の
入
試
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
で
出
願
期
間
や
入
試
日
程
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
募
集
要
項
を
必
ず
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

二
〇
〇
六
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
次
の
通
り

で
す
。

〔
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
〕

〔
一
般
入
試
前
期
〕
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2006年４月、国際医療福祉大学は、神奈川県小田原市に小田原保健医療学部を開設する。今秋、小田原及び周辺地域で説

明会を開催し、受験生の関心を集めた。2006年度の入試日程も決まり、12月からいよいよ願書の受け付けが始まる。

横浜市立大学大学院医学研究科修
了、医学博士。前横浜市立大学医
学部長。日本神経科学学会監事、
日本神経内分泌学会理事など。

Profile

学部 試験地 願書受付期間 
〔消印有効〕 

入学試験日 合格発表日 

保健 
医療福祉 
薬（※留学生のみ） 

大田原 

リハビリテーション 大川 

小田原保健医療 小田原 12.1（木）～12.9（金） 12.18（日） 1.5（木） 

薬 大田原 12.1（木）～12.15（木） 12.23（金） 1.5（木） 

保健 
医療福祉 
薬 

2.13（月） 

リハビリテーション 2.11（土） 

保健 1.30（月） 

医療福祉 

薬 

リハビリテーション 

東京 
大阪 
福岡 
大川 

2.11（土） 

小田原保健医療 
横浜 
小田原 
大阪 

2.1（水） 2.13（月） 

保健 2.2（木） 

医療福祉 

薬 

リハビリテーション 
広島 
福岡 
大川 

2.11（土） 

小田原保健医療 
小田原 
静岡 
名古屋 

2.4（土） 2.13（月） 

保健 3.2（木） 

医療福祉 
薬 

リハビリテーション 福岡 
大川 

2.14（火）～2.24（金） 
【窓口受付：2.25（土）】 

小田原保健医療 小田原 
2.14（火）～2.23（木） 
【窓口受付：2.24（金）】 

3.4（土） 

1.31（火） 

2.3（金） 

3.3（金） 

一般 

前期A

1.4（水）～1.20（金） 

【窓口受付：1.23（月）】 

2.13（月） 

後期 

大田原 
東京 

2.14（火）～2.23（木） 

【窓口受付：2.24（金）】 

3.9（木） 

前期B

2.13（月） 

高校推薦 
社会人特別選抜 
留学生特別選抜 
帰国生徒特別選抜 

高校推薦 
帰国生徒特別選抜 
社会人特別選抜 

センター試験利用 － 1.4（水）～1.20（金） 

【窓口受付：1.23（月）】 

個別学力検査等 
は課さない 
〔センター試験〕 
1.21（土）・22（日） 

入試区分 

第2回社会人特別選抜 
第2回留学生特別選抜 

12.1（木）～12.9（金） 12.17（土） 1.5（木） 

仙台 
大田原 
東京 
大阪 
福岡 
仙台 
大田原 
東京 
小田原 
大阪 
福岡 

仙台 
大田原 
高崎 
東京 
小田原 
名古屋 

仙台 
大田原 
高崎 
東京 
名古屋 

■2006年度入学試験日程 入試に関するお問い合わせは、入試課まで（0287-24-3200） 

1960年生まれ、精神科医。東京大学医学部卒、
国際医療福祉大学教授。日本初の心理学ビジネ
スのシンクタンク、ヒデキ・ワダ・インスティ
テュートを設立。老年精神医学、精神分析学
（特に自己心理学）、集団精神療法学を専門とす
る。著書に『学力崩壊』（PHP文庫）、大学受
験勉強法コミック『大学へ行こう！』（小学館）
など。第５回正論新風賞受賞。

和田秀樹教授から、
受験生へのメッセージ Message

●定員　　看護学科50名　

理学療法学科40名

作業療法学科40名

●入試　　高校推薦・特別選抜１２月１８日（日）（受付～１２月９日）
一般前期A ２月１日（水）（受付～１月２０日）
一般前期Ｂ ２月４日（土）（受付～１月２０日）
後期 ３月４日（土）（受付～２月２３日）

●資料請求　0120-36-5931（さあむかおうこくさい）

●お問い合わせ 0465-21-0361
小田原保健医療学部入試事務室

●小田原キャンパス　神奈川県小田原市城山1-2-25

二
〇
〇
六
年
度

入
学
試
験
の
お
知
ら
せ

2006年４月より６年制に。150名→180名に定員増

2006年４月新設予定
●保健医療学専攻　修士課程助産学分野・視機能療法学分野

博士課程臨床試験研究分野

※和田秀樹教授の臨床心理学分野開設準備中。

●ホームページ　http://www.iuhw.ac.jp

出願随時受付中

1

校舎完成予想図



風
花
祭
特
別
企
画

「
国
際
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

元
在
ペ
ル
ー
、
在
ケ
ニ
ア
大
使
、

青
年
海
外
協
力
隊
元
事
務
局
長
・
現
参
与

第
二
回
「
国
際
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
が
一
〇

月
一
六
日
、
多
く
の
聴
衆
を
迎
え
て

開
催
さ
れ
た
。
第
一
部
の
学
生
に
よ

る
海
外
研
修
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

報
告
、
第
２
部
の
国
際
協
力
機
構

（JIC
A

）
青
年
協
力
隊
員
・
小
池

孝
枝
さ
ん
（
看
護
職
）
の
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
で
の
活
動
報
告
に
続
き
、
第

３
部
で
元
在
ペ
ル
ー
、
在
ケ
ニ
ア
大

使
、
青
年
海
外
協
力
隊
元
事
務
局
長

で
、
栃
木
県
出
身
の
青
木
盛
久
氏
に

よ
る
特
別
講
演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
は
、
現
在
は
参
与
と
し
て
青

年
海
外
協
力
隊
の
強
力
な
支
援
者
で

あ
る
青
木
氏
に
よ
り
、「
医
療
福
祉

に
お
け
る
青
年
海
外
協
力
隊
の
活

動
」
と
題
し
て
行
わ
れ
た
。

青
木
氏
は
、「
協
力
隊
は
四
〇
周

年
を
迎
え
、
日
本
最
大
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
に
ま
で
発
展
し
、
そ
の
原

動
力
は
現
地
で
の
草
の
根
レ
ベ
ル
で

の
支
援
で
あ
る
。
若
い
隊
員
の
献
身

的
働
き
は
相
手
国
か
ら
高
く
評
価
さ

れ
、
特
に
人
間
関
係
の
構
築
に
役
立

っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
復
興
を
目
指

す
途
上
国
の
首
脳
か
ら
、
真
っ
先
に

隊
員
派
遣
を
要
請
さ
れ
た
数
々
の
事

例
を
紹
介
し
た
。「
良
き
人
間
関
係

を
樹
立
す
る
こ
と
、
人
材
育
成
が
成

功
の
鍵
」、
ま
た
、「〝
継
続
は
力
な

り
〞
を
実
感
し
て
お
り
、
医
療
関
係

の
み
な
ら
ず
、
他
の
職
種
の
活
動
と

も
連
携
し
な
け
れ
ば
良
い
結
果
は
得

ら
れ
な
い
」
と
話
し
、
最
後
に
、
大

切
な
命
を
守
る
医
療
福
祉
隊
員
の
働

き
は
重
要
で
、
国
際
協
力
の
大
切
さ

を
多
く
の
人
に
伝
え
る
活
動
が
、

「
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
」
で
あ
る
と

講
演
を
結
ん
だ
。
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一
〇
月
一
五
日
（
土
）、
一
六

日
（
日
）
の
二
日
間
、
大
田
原
キ

ャ
ン
パ
ス
で
「
第
一
〇
回
風
花
祭
」

が
開
催
さ
れ
た
。
恒
例
の
「
模
擬

店
」「
ス
テ
ー
ジ
」「
い
き
い
き
ラ

イ
フ
フ
ェ
ス
タ
・
福
祉
機
器
展
」

の
ほ
か
、「
三
遊
亭
京
楽
師
匠
の
落
語
」「
国
際
Ｄ
Ａ
Ｙ
・
青
木
盛
久
、
元
在
ペ
ル
ー

大
使
講
演
」「
日
原
公
大
・
悠
子
彫
刻
作
品
展
」「
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
」「
み
ち
の

く
プ
ロ
レ
ス
」（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
）
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
企
画

で
、
三
五
〇
〇
名
も
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
い
た
。
な
お
初
日
の
風
花
祭
の
模
様

は
、
栃
木
放
送
（
ラ
ジ
オ
）
で
終
日
伝
え
ら
れ
た
。

テ
ー
マ：

「
花
舞
時（
は
な
ま
う
と
き
）〜10th

A
nniversary

」

大
学
祭
名
の
「
風
花
」
は
、
那
須
連
山
に
積
も
っ
た
雪
が
風
で

美
し
く
空
を
舞
う
様
子
を
表
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
「
花
舞
時
」
は
、「
風
花
」
を
た
だ
白
一
色
の

雪
で
は
な
く
、
色
と
り
ど
り
の
「
華
」
と
捉
え
、
学
生
一
人
ひ
と

り
の
色
の
違
う
個
性
が
輝
か
し
く
舞
う
様
子
を
表
現
し
た
。

a. b. c.インディーズバンド「神楽」などのゲストや学生によるバン
ド演奏や、ダンス部によるステージが行われ
た。「神楽」は祭囃子の指導もする茨城出身
のデュオ。

d. クラブ、サークルなどの団体が各種模擬店を出店。

e. 彫刻「日原公大・日原悠子作品展」。「雲を掴むような話」シリーズで、不可能な
ことに挑んでいる豚が登場した。

f. チャリティーイベント「みちのくプロレス」が体育館で行われ、収益金は地域の
福祉施設に寄附された。

g. 那須アスリーナの武道場では、三遊亭京楽師匠による風花寄席が人気を集め
た。聴覚障害の方も一緒に楽しめるように字
幕落語で行われた。

h. 開設したばかりの薬学部ではオープンキャンパスが行われ、薬剤師の体験コ
ーナー等が設けられた。

i. 「いきいきライフフェスタ・福祉機器展」では、さまざまな福祉機器が体育館に並
べられ、試乗や説明が行われた。

j. 風花祭は地域の方との交流の場でもある。「大田原地区ひまわり共同作業所」や「那
須共育学園」などの皆さんは、手作り小物等
の模擬店を出店して参加された。

k. 裏千家茶道部ではお茶会が開催され、部員によるお点前が披露された。

車椅子バスケットの試合が体
育館で行われた。車椅子バスケは漫画『リア
ル』（井上雄彦作）で注目を浴びている。

a

b

c

d e

f g

i
kj

h
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Part1

1938年11月生まれ、栃木県出身。63年、東
京大学法学部卒業後、外務省入省。90～93年、
国際協力事業団（現・国際協力機構）青年海外
協力隊事務局長。94年、在ペルー日本国大使、
98年、在ケニア日本国大使など歴任。2001年、
外務省退官、国際協力機構参与。ペルー大使就
任時に、テロリストによる日本大使館占拠で日
本人、ペルー人らとともに人質となり、人質解
放にご尽力された。ケニア大使就任時には、本
学の高木理事長とともにケニア医療技術教育強
化プロジェクト・研修会開会式にご出席された。

Profile

国際医療福祉大学のキャンパスライフを報告する。
10月に行われた大学祭「第10回風花祭」、本学の教
育の特色である「臨床実習」、国際的活動のひとつで
ある「海外研修＆語学研修」の３つを取り上げよう。

第
一
〇
回
風
花
祭
実
行
委
員
会

遠藤公美・風花祭実行委員長（前列中央）は「実行委
員一人ひとりの責任感と惜しみない努力、成功させた
いという強い思い、それぞれの連携があったからこそ、
第10回風花祭を創り上げることができた」という。

栃
木
放
送
（
ラ
ジ
オ
）
に
出
演
す
る
作
業
療
法

学
科
２
年
の
遠
藤
公
美
・
風
花
祭
実
行
委
員
長

（
中
央
）
と
医
療
福
祉
学
科
２
年
の
赤
羽
宏
美
広

報
チ
ー
フ
。



臨
床
教
育
委
員
長
・
言
語
聴
覚
学
科
学
科
長

医
療
福
祉
の
専
門
職
教
育
に
お
い
て
、
臨
床

実
習
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
核
的
位
置
を
占
め

る
。
講
義
で
学
ん
だ
知
識
・
技
術
を
実
際
の
臨

床
に
お
い
て
実
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、

そ
れ
を
活
用
す
る
方
法
と
実
践
的
技
術
を
実
地

で
習
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
役
割

を
担
う
の
が
臨
床
実
習
で
あ
り
、
学
生
は
臨
床

実
習
を
通
じ
て
知
識
・
技
術
を
適
用
す
る
臨
床

思
考
能
力
や
他
職
種
と
協
働
す
る
技
術
等
を
養

い
、
専
門
職
に
一
歩
近
づ
く
こ
と
に
な
る
。

本
学
の
特
色
は
高
度
専
門
職
業
人
の
養
成
を

目
指
す
こ
と
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
改
編
を
重
ね
、
臨
床
教
育
の
充
実
に
努

め
て
き
た
。
ま
た
、
実
習
環
境
に
つ
い
て
は
大

学
附
属
・
関
連
施
設
が
開
学
時
か
ら
多
数
増
え
、

臨
床
教
育
を
行
う
基
盤
が
整
っ
て
き
た
。
本
学

は
こ
の
環
境
を
生
か
し
、
附
属
・
関
連
施
設
に

お
い
て
学
生
に
早
期
か
ら
臨
床
に
触
れ
る
機
会

を
与
え
（early

ex
p
osu
re

）、
講
義
で
学
ぶ

知
識
・
技
術
を
臨
床
に
統
合
で
き
る
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、
施
設
と
一
体
と
な
っ
て
充
実
し

た
臨
床
実
習
を
行
う
よ
う
努
め
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
各
学
科
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野

に
つ
い
て
臨
床
教
育
の
あ
り
方
を
探
求
し
、
そ

の
完
成
化
を
進
め
て
き
た
が
、
現
在
、
全
学
科

が
協
力
し
て
他
職
種
と
の
連
携
に
視
点
を
置
い

た
臨
床
実
習
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。
そ

れ
は
四
年
生
を
対
象
と
し
た
「
関
連
職
種
連
携

実
習
」
の
導
入
で
あ
り
、
本
年
度
は
次
年
度
開

講
を
前
に
し
て
予
行
実
習
を
行
っ
た
。

チ
ー
ム
医
療
・
チ
ー
ム
ケ
ア
は
医
療
福
祉
技

術
が
高
度
化
・
多
様
化
す
る
中
で
臨
床
現
場
に

お
い
て
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

現
代
の
臨
床
現
場
で
は
各
職
種
の
連
携
な
く
し

て
質
の
高
い
医
療
・
ケ
ア
の
提
供
お
よ
び
利
用

者
へ
の
全
人
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
不
可
能
と
な
っ

て
き
て
い
る
。
チ
ー
ム
医
療
・
チ
ー
ム
ケ
ア
実

習
を
実
施
す
る
に
は
、
多
彩
な
職
種
を
養
成
す

る
学
科
と
教
育
理
念
を
共
有
す
る
実
習
施
設
が

必
要
で
あ
る
た
め
、
多
数
の
大
学
は
本
実
習
の

重
要
性
を
認
識
し
つ
つ
も
条
件
が
整
わ
な
い
た

め
着
手
で
き
な
い
で
い
る
。
本
学
は
医
療
福
祉

分
野
の
九
学
科
を
備
え
、
ま
た
充
実
し
た
附
属
・

関
連
臨
床
施
設
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

実
習
を
行
え
る
環
境
に
あ
る
数
少
な
い
大
学
の

一
つ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
学
は
全
国
の
大
学
に
先
駆
け
て

「
関
連
職
種
連
携
実
習
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

本
年
度
は
七
月
二
八
日
〜
八
月
五
日
の
間
、

四
年
生
を
対
象
と
し
て
二
施
設
（
国
際
医
療
福

祉
病
院
、
介
護
老
人
保
健
施
設
マ
ロ
ニ
エ
苑
）

で
本
実
習
を
行
っ
た
。
実
習
生
は
各
職
種
か
ら

な
る
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
、
対
象
者
に
つ
い
て

ア
セ
ス
メ
ン
ト
サ
マ
リ
ー
と
サ
ー
ビ
ス
計
画
を

協
働
し
て
作
成
す
る
と
同
時
に
、
他
職
種
の
臨

床
へ
の
参
加
を
行
っ
た
。
学
生
は
実
習
過
程
に

お
い
て
他
職
種
へ
の
理
解
を
深
め
、
連
携
の
あ

り
方
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
よ
う
で

あ
っ
た
。
職
種
の
枠
を
超
え
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

な
視
点
か
ら
利
用
者
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
学
生
は
新
時
代
の
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

第
一
線
の
担
い
手
に
な
る
と
同
時
に
、
新
た
な

価
値
観
や
知
識
・
技
術
を
医
療
福
祉
分
野
に
も

た
ら
す
人
材
に
育
つ
で
あ
ろ
う
。
本
学
は
今
後

も
挑
戦
を
続
け
、
知
的
基
盤
社
会
を
支
え
る
高

度
専
門
職
の
育
成
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

看
護
学
科
　
学
科
長

看
護
学
科
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
に
幅
広

く
対
応
で
き
る
よ
う
、
新
し
い
視
点
や
発
想
で

ケ
ア
に
取
り
組
む
能
力
を
持
っ
た
自
立
し
た
看

護
職
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

看
護
学
科
の
教
育
に
お
い
て
、
臨
地
看
護
学

実
習
は
最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
実
習
は
、

一
年
次
の
基
礎
看
護
学
実
習
Ⅰ
に
は
じ
ま
り
、

二
年
次
の
基
礎
看
護
学
実
習
Ⅱ
・
Ⅲ
、
三
年
次

の
各
領
域
看
護
学
実
習
（
小
児
、
成
人
、
母
性
、

老
年
、
精
神
）、
四
年
次
の
地
域
看
護
学
実
習
へ

と
続
く
。

病
院
な
ど
の
施
設
の
働
き
を
知
る
こ
と
と
、

患
者
と
の
関
わ
り
方
を
学
ぶ
こ
と
が
ね
ら
い
。

基
礎
Ⅰ
、
基
礎
Ⅱ
、
基
礎
Ⅲ
と
分
か
れ
、
基
礎

Ⅰ
は
一
年
次
、
あ
と
は
二
年
次
に
計
画
さ
れ
る
。

実
習
場
所
は
、
病
院
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
、
企
業
、
血
液
セ
ン
タ
ー
と
実
に
多

様
で
、
こ
れ
は
看
護
が
様
々
な
場
所
で
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
最
初
に
理
解
す
る
た
め
だ
。

各
領
域
の
対
象
者
が
か
か
り
や
す
い
病
気
の

特
徴
を
知
り
、
対
象
者
に
則
し
た
看
護
の
役
割

を
学
ぶ
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
行
わ
れ
る
。
内

容
は
、
小
児
領
域
、
成
人
（
急
性
期
・
慢
性
期
）

領
域
、
母
性
領
域
、
老
年
領
域
、
精
神
看
護
領

域
か
ら
成
り
、
い
ず
れ
も
三
年
次
に
計
画
さ
れ

る
。
受
け
持
ち
患
者
を
持
ち
、
病
態
や
治
療
を

理
解
し
た
上
で
、
看
護
を
行
う
一
連
の
過
程
を

学
ぶ
。
看
護
ケ
ア
の
知
識
・
技
術
だ
け
で
な
く
、

他
職
種
と
の
連
携
や
社
会
資
源
の
活
用
に
つ
い

て
幅
広
く
考
え
る
機
会
と
も
な
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
実
習
で
は
、
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
の
生
活
や
健
康
レ
ベ
ル
、
価
値
観
な
ど
を

含
め
一
人
の
人
間
を
全
体
的
（
ホ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
）
に
捉
え
る
こ
と
を
学
ぶ
。
実
習
場
所
は
病
院

が
主
で
、
そ
の
ほ
か
老
人
保
健
施
設
や
在
宅
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
、
保
育
園
、
療
育
園
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
。地

域
で
生
活
を
し
て
い
る
人
々
の
健
康
に
つ
い

て
知
り
、
対
象
に
最
も
適
し
た
援
助
も
し
く
は
サ

ポ
ー
ト
の
仕
方
を
学
ぶ
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
。

行
政
機
関
で
の
実
習
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
の
実
習
で
、
四
年
次
に
計
画
さ
れ
る
。
看
護
が

病
院
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
理
解
し
、
看
護
の
役
割
を
予
防
的
観

点
か
ら
捉
え
、
か
つ
在
宅
療
養
の
よ
さ
や
問
題
点

を
考
え
る
機
会
と
な
る
。
特
に
訪
問
看
護
で
は
、

病
院
の
看
護
と
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
、
訪
問
先

で
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
判
断
力
を
身
に
つ
け
る

機
会
と
な
る
。

看
護
学
科
で
は
、
四
年
間
の
実
習
を
通
し
て
、

看
護
ケ
ア
の
知
識
や
技
術
だ
け
で
な
く
他
の
専
門

職
に
関
す
る
理
解
も
深
め
、
将
来
、
看
護
を
受
け

る
人
々
が
心
か
ら
満
足
で
き
る
よ
う
な
看
護
を
行

う
た
め
の
基
礎
能
力
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
る
。

IUHW 2005.12.19

医
療
福
祉
の
専
門
職
を
育
成
す
る
本
学
で
は
、

「
臨
床
実
習
」
を
重
視
し
、
医
療
福
祉
の
現
場
で

役
立
つ
教
育
を
実
践
し
て
い
る
。
多
数
の
実
習

施
設
も
有
す
る
。
保
健
学
部
看
護
学
科
三
年
の

望
月
希
恵
さ
ん
の
実
習
の
様
子
を
報
告
す
る
。

保
健
学
部
看
護
学
科
三
年

私
は
、
九
月
二
六
日
か
ら
一
〇
月
二
一
日
ま

で
、
本
学
の
臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で
あ
る

国
際
医
療
福
祉
病
院
で
、
慢
性
期
の
成
人
看
護

学
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
実
習
中
は
、
脳
梗
塞

後
遺
症
に
よ
り
左
半
身
麻
痺
、
構
音
障
害
、
嚥

下
困
難
を
有
し
て
い
る
患
者
様
を
受
け
持
ち
、

情
報
収
集
を
行
い
、
看
護
過
程
を
展
開
さ
せ
な

が
ら
計
画
し
た
ケ
ア
を
実
施
し
て
い
き
ま
し
た
。

最
初
、
患
者
様
は
、
食
事
・
歩
行
・
排
泄
・

清
潔
な
ど
の
日
常
生
活
動
作
（
Ａ
Ｄ
Ｌ
）
全
般

に
介
助
や
見
守
り
が
必
要
で
、
か
つ
長
期
入
院

の
た
め
生
活
リ
ズ
ム
が
単
調
な
状
態
で
し
た
。

情
報
収
集
を
行
う
中
で
私
は
、
現
在
の
患
者
様

に
と
っ
て
最
も
必
要
な
こ
と
は
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
拡
大
、

気
分
転
換
で
あ
る
と
考
え
、
看
護
ケ
ア
を
計
画

し
ま
し
た
。
実
際
に
は
清
潔
ケ
ア
・
更
衣
・
食

事
・
排
泄
時
の
見
守
り
と
一
部
介
助
、
気
分
転

換
の
た
め
の
散
歩
や
昼
食
の
環
境
を
整
え
ま
し

た
。こ

の
四
週
間
で
、
ケ
ア
を
実
施
し
徐
々
に
で

は
あ
り
ま
す
が
、
行
動
範
囲
の
拡
大
や
、
多
く

の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
患
者
様
が
良
い
方
向
へ
変
化
さ
れ
た
こ

と
は
本
当
に
嬉
し
く
、
同
時
に
根
拠
の
あ
る
ケ

ア
が
こ
ん
な
に
も
結
果
を
導
く
も
の
だ
と
わ
か

り
、
実
習
の
手
ご
た
え
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
様
は
病
状
も
性
格
も
そ
れ

ま
で
の
生
活
も
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
同
じ
援

助
法
で
も
そ
の
手
技
が
微
妙
に
異
な
っ
て
き
ま

す
。
患
者
様
に
対
し
適
切
な
援
助
を
行
う
た
め

に
は
一
つ
一
つ
の
行
動
を
見
つ
め
、
患
者
様
を

深
く
理
解
し
、
私
自
身
が
患
者
様
の
望
む
も
の

を
し
っ
か
り
考
え
描
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

知
り
ま
し
た
。
し
か
し
私
は
こ
の
部
分
が
不
足

し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
現
在
の
患
者
様

に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
そ

れ
ま
で
の
生
活
背
景
に
つ
い
て
も
っ
と
く
わ
し

い
情
報
収
集
が
で
き
て
い
れ
ば
、
多
方
面
か
ら

違
っ
た
援
助
が
行
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思

い
ま
し
た
。

実
習
は
、
病
棟
で
の
ケ
ア
実
施
以
外
に
も
記

録
作
成
や
自
己
学
習
を
行
う
た
め
、
四
週
間
が

と
て
も
短
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
講
義

で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
す
と
と
も
に
、
講
義
や

教
科
書
で
は
学
べ
な
い
新
た
な
こ
と
を
看
護
師

や
患
者
様
か
ら
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
、

本
当
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
グ
ル
ー
プ

メ
ン
バ
ー
と
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
通
し
、
多

く
の
異
な
っ
た
考
え
や
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
し
、
こ
れ
か
ら
の

課
題
を
発
見
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
こ
こ

で
学
ん
だ
こ
と
は
、
こ
の
後
の
実
習
や
就
職
後

の
仕
事
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
週
間
、
お
忙
し
い
な
か
丁
寧
に
ご
指
導
く

だ
さ
っ
た
病
棟
看
護
師
や
そ
の
他
医
療
従
事
者

の
方
々
、
先
生
方
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
患
者
様
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
、
常

に
患
者
様
や
ご
家
族
の
立
場
に
立
っ
て
接
す
る

こ
と
の
で
き
る
看
護
師
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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Campus report

Part 2

毎朝９時に、患者様のバイタルサイン（体温、
脈拍、血圧、呼吸数）を測定。顔を拭いたり、
寝衣の交換も行う。

お昼には、食事介助を行う。

午後２時からのリハビリテーションに車椅子で
送っていく。

●開設　 ●病床数　
●各種指定　
●施設基準　

栃木地区：
東京地区：
熱海地区：

栃木地区：

東京地区：
九州地区：

（栃木県那須塩原市）



本
学
に
は
、
毎
年
夏
に
行
わ
れ
る
海
外
研
修
・

活
動
、
笹
川
記
念
保
健
協
力
財
団
に
よ
る
国
際
保

健
協
力
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
の

ほ
か
、
学
科
で
実
施
す
る
海
外
研
修
や
国
内
で
の

語
学
研
修
な
ど
国
際
感
覚
を
磨
く
さ
ま
ざ
ま
な
チ

ャ
ン
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

〜
ベ
ト
ナ
ム・
中
国
・
ア
メ
リ
カ
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
〜

八
月
一
日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
一
五
日
間
、
二

九
名
の
学
生
が
、
ベ
ト
ナ
ム
・
中
国
・
ア
メ
リ
カ
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多
く
の
こ
と

を
学
び
、
貴
重
な
経
験
を
し
て
帰
国
し
た
。
国
に

よ
り
内
容
は
異
な
る
が
、
病
院
や
福
祉
施
設
な
ど

で
の
研
修
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
福
祉
・
保
険

制
度
に
つ
い
て
の
講
義
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を

通
し
て
現
地
の
方
々
と
交
流
し
、
文
化
の
違
い
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
肌
で
感
じ
た
。

こ
の
研
修
は
「
海
外
保
健
福
祉
事
情
」
と
し
て
単

位
を
認
定
す
る
科
目
で
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム

V
ietn

am

■
理
学
療
法
学
科
二
年

私
た
ち
が
滞
在
し
た
ホ
ー
チ
ミ
ン
は
バ
イ
ク
が

と
て
も
多
く
、
街
の
中
心
は
想
像
以
上
に
栄
え
て

い
た
。
し
か
し
、
観
光
客
に
花
を
売
る
女
の
子
や

「
お
金
ち
ょ
う
だ
い
」
と
後
を
つ
い
て
く
る
子
が
い

た
の
も
事
実
だ
。
病
院
で
は
ベ
ッ
ド
不
足
の
た
め
、

一
つ
の
ベ
ッ
ド
に
二
人
の
患
者
様
が
寝
て
い
た
。

発
展
途
上
国
に
お
け
る
貧
富
の
差
を
目
の
当
た
り

に
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
多
か
っ
た
。

病
院
実
習
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
や
手
術
の
見
学
、
リ
ハ

ビ
リ
の
補
助
な
ど
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
え

た
。
言
葉
が
通
じ
な
い
上
に
、
私
は
実
際
に
患
者

様
と
接
す
る
こ
と
が
初
め
て
だ
っ
た
た
め
、
始
め

は
戸
惑
っ
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
や
患
者
様
に
助

け
ら
れ
、
辞
書
と
身
振
り
手
振
り
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
実
習

が
行
え
た
。

ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
メ
ン
バ
ー
は
学
科
も
学
年
も

様
々
で
、
出
発
前
は
本
当
に
心
配
だ
っ
た
。
し
か

し
、
振
り
返
れ
ば
こ
の
十
一
人
だ
っ
た
か
ら
こ
そ

最
高
の
研
修
に
な
っ
た
の
だ
と
思
う
。
特
に

"JA
P
A
N
D
A
Y
"

。
準
備
は
毎
晩
遅
く
ま
で
か

か
り
大
変
だ
っ
た
が
、
こ
れ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

絆
が
深
ま
り
、
当
日
の
成
功
だ
け
で
な
く
研
修
の

成
功
に
繋
が
っ
た
の
だ
ろ
う
。

今
回
の
ベ
ト
ナ
ム
研
修
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

考
え
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
経
験
を
忘
れ

る
事
な
く
、
こ
れ
か
ら
に
生
か
し
た
い
。

■
医
療
経
営
管
理
学
科
助
教
授

国
立
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
下

町
、
華
人
街
チ
ョ
ロ
ン
に
あ
っ
た
。
学
生
の
ほ
と

ん
ど
は
初
め
て
の
海
外
で
あ
っ
た
が
、
喧
騒
と
生

活
臭
た
だ
よ
う
ア
ジ
ア
の
商
工
業
地
区
の
ど
真
ん

中
に
突
然
放
り
込
ま
れ
、
さ
ぞ
か
し
驚
い
た
こ
と

と
思
わ
れ
る
。

チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
は
病
床
定
数
一
三
〇
〇
床
の

巨
大
病
院
。
驚
く
の
は
実
病
床
数
が
一
六
三
二
床
、

入
院
患
者
が
二
〇
九
〇
人
と
い
う
数
字
（
二
〇
〇

四
年
）。
す
な
わ
ち
一
つ
の
ベ
ッ
ド
に
複
数
の
患
者

が
寝
て
い
る
。
加
え
て
入
院
患
者
数
の
二
〜
三
倍

の
家
族
が
看
護
の
た
め
病
室
や
廊
下
に
ゴ
ザ
を
敷

い
て
住
み
込
ん
で
い
る
。
脳
神
経
外
科
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ

と
一
般
病
棟
、
心
臓
外
科
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
放
射
線
室
、

Ｐ
Ｔ
室
な
ど
で
実
習
指
導
を
頂
き
、
ア
ジ
ア
の
病

院
の
現
場
、
現
実
、
現
物
を
学
ん
だ
。

学
生
た
ち
は
、
言
葉
は
わ
か
ら
な
く
て
も
、
目

の
前
の
患
者
様
に
す
ぐ
さ
ま
対
応
し
て
い
た
。
病

ん
で
い
た
り
障
害
の
あ
る
方
を
相
手
に
す
る
医
療

専
門
職
の
特
異
性
を
改
め
て
認
識
し
た
。
病
院
ス

タ
ッ
フ
は
協
力
的
で
あ
り
、
朝
か
ら
夜
ま
で
ベ
ト

ナ
ム
の
方
々
と
一
緒
に
過
ご
す
毎
日
で
、
国
際
交

流
そ
の
も
の
の
一
五
日
間
で
あ
っ
た
。

中
国

C
h

in
a

■
理
学
療
法
学
科
二
年

私
た
ち
は
中
国
の
北
京
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
お
よ
そ
二
週
間
に
わ
た
る

研
修
を
行
っ
た
。
宿
泊
先
は
北
京
市
郊
外
に
あ
る

ホ
テ
ル
で
、
お
世
話
に
な
っ
た
セ
ン
タ
ー
は
ホ
テ

ル
か
ら
歩
い
て
三
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
セ
ン
タ

ー
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
は
と
て
も
温
か
く
迎
え
入
れ

て
く
だ
さ
っ
た
。

研
修
の
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
研
修
生
の
学
科
ご

と
に
分
か
れ
て
、
担
当
の
ス
タ
ッ
フ
の
も
と
で
実

習
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
詳
し
い
内
容
は
そ
の
学

科
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
主
に
見
学
、
場
合
に
よ

っ
て
は
実
際
に
患
者
様
に
接
し
て
評
価
な
ど
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
患
者
様
と
接

す
る
実
習
を
行
え
る
こ
と
が
中
国
で
の
研
修
の
魅

力
の
一
つ
で
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
が
休
み
の
日
に
、
中
国
の
歴
史
を
学

べ
る
場
所
や
文
化
を
感
じ
る
場
所
を
観
光
し
、
と

て
も
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。
日
中
関
係
が
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
で
報
じ
ら
れ
る
中
で
、
全
員
無
事
に
研

修
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

■
作
業
療
法
学
科
講
師

中
国
で
の
研
修
は
、
平
日
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
で
の
実
習
、
土
日
は
観
光
（
時
に
平
日

夜
も
）
と
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
セ
ン

タ
ー
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
全

く
不
自
由
せ
ず
、
患
者
様
の
評
価
・
訓
練
の
一
部
の

補
助
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
技
術
・
た
く
さ
ん
の
中

国
語
を
学
ば
せ
て
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

観
光
で
は
、
北
京
雑
技
団
（
い
わ
ゆ
る
サ
ー
カ

ス
）
・
京
劇
観
賞
を
は
じ
め
頤
和
園
・
盧
溝
橋
の

戦
争
記
念
館
・
天
安
門
・
故
宮
・
万
里
の
長
城
な

ど
北
京
市
内
・
効
外
の
多
く
の
名
所
旧
跡
を
案
内

し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
何
よ
り
の
楽
し
み
が
、

毎
昼
・
夜
の
ご
馳
走
で
あ
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
ス
タ

ッ
フ
の
わ
れ
わ
れ
に
対
す
る
や
さ
し
さ
・
あ
た
た
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ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
で
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
語

学
研
修
と
と
も
に
、
医
療
福
祉
制
度
に
関
す
る
講

義
や
医
療
施
設
な
ど
の
見
学
を
通
し
て
、
高
齢
化

社
会
を
支
え
る
様
々
な
社
会
資
源
を
も
ち
、
医
療

福
祉
分
野
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
ビ
ジ
ネ
ス

以
上
の
成
功
を
上
げ
て
い
る
実
情
を
垣
間
見
て
、

医
療
福
祉
の
先
進
国
と
言
わ
れ
て
い
る
ゆ
え
ん
を

感
じ
た
。

異
文
化
で
の
貴
重
な
体
験
は
、
学
生
に
と
っ
て

一
生
の
宝
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
出
発
す
る
前

の
不
安
そ
う
な

表
情
が
、
帰
国

時
に
は
充
実
し

た
表
情
に
な
っ

た
。
こ
の
経
験

が
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
点
で
物

事
を
見
る
き
っ

か
け
と
な
る
と

信
じ
て
い
る
。
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か
さ
を
感
じ
た
二
週
間
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ

と
は
個
人
旅
行
で
は
決
し
て
経
験
で
き
な
い
で
あ

ろ
う
。
病
院
で
の
実
習
を
希
望
す
る
学
生
、
中
国

の
医
療
・
福
祉
・
文
化
・
歴
史
に
興
味
の
あ
る
学

生
、
そ
し
て
お
い
し
い
も
の
に
目
の
な
い
学
生
に

お
す
す
め
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ

U
.S

.A
.

■
医
療
経
営
管
理
学
科
二
年

ア
メ
リ
カ
の
海
外
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
収
穫
は
大
き
か
っ
た
。
最
も
幸
い
だ
っ
た
こ

と
は
、
私
が
医
療
福
祉
の
道
を
選
ん
だ
こ
と
は
正

し
か
っ
た
と
確
信
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。

な
ぜ
か
と
言
う
と
、R

ich
ard

M
iy
azato

と

い
う
講
師
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
。
彼

は
、
私
と
同
じ
三
〇
代
の
日
系
二
世
で
、
大
学
を

卒
業
し
て
か
ら
医
療
福
祉
に
関
係
の
な
い
会
社
に

就
職
し
た
経
歴
を
も
つ
。
し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
じ
て
、
他
人
の
特
に
弱
者
の
役
に
立

ち
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
彼
は
、
仕
事
を
辞

め
、
新
た
な
道
―
医
療
福
祉
の
道
を
選
ん
だ
。
驚

い
た
の
は
、
彼
の
経
歴
と
私
の
経
歴
が
全
く
同
じ

だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

私
は
本
学
に
入
学
し
て
か
ら
、
介
護
施
設
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
る
。
利
用
者
の

笑
顔
は
、
私
の
生
活
を
よ
り
明
る
く
温
か
な
も
の

に
し
、
勉
強
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。
彼
も
同

様
の
経
験
を
語
っ
た
。

世
界
中
で
進
む
高
齢
化
に
伴
っ
て
、
医
療
福
祉

制
度
は
急
激
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
今
後
、
医
療

福
祉
経
営
の
専
門
家
が
担
う
役
割
は
さ
ら
に
大
き

く
な
る
だ
ろ
う
。
私
達
の
道
は
「
任
重
く
し
て
、

道
遠
し
」
で
あ
る
。
自
ら
の
理
想
を
実
現
す
る
た

め
に
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
。

■
看
護
学
科
助
教
授

米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
の
研
修
内
容
は
、
米
国

の
医
療
事
情
全
般
に
関
す
る
詳
細
な
レ
ク
チ
ャ
ー

と
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
近
郊
の
病
院
、
ナ
ー
シ
ン
グ

ホ
ー
ム
、
ホ
ス
ピ
ス
等
の
見
学
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

実
習
な
ど
が
組
み
合
わ
さ
れ
、
た
い
へ
ん
中
身
の

濃
い
も
の
で
あ
っ
た
。

私
に
と
っ
て
は
、
改
め
て
米
国
医
療
の
先
進
性

や
合
理
性
、
あ
る
種
の
特
殊
性
な
ど
を
垣
間
見
る

こ
と
の
で
き
た
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。
学
生
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
領
域
の
一
線
で
働
く
ス
タ
ッ
フ

か
ら
直
接
講
義
を
聞
き
、
指
導
を
受
け
る
機
会
を

得
て
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
積
極
的
に
学
ん
で
い

た
。
ま
た
、
旅
と
い
う
日
常
と
異
な
る
中
で
、
世

界
を
見
、
人
と
関
わ
り
、
自
分
を
振
り
返
り
成
長

さ
せ
る
時
間
と
な
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
アA

u
stralia

■
理
学
療
法
学
科
二
年

今
回
の
研
修
で
は
、
保
建
福
祉
制
度
の
日
本
と

の
違
い
を
知
る
と
い
う
目
標
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
政
府
か
ら
の
助

成
金
が
少
な
い
た
め
、
数
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
公
的
医
療
や
社
会
保
障
な
ど
幅
広
い
分
野

で
の
手
助
け
に
な
っ
て
い
た
。

日
本
の
遅
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
新
し
い

分
野
と
し
て
日
本
に
も
定
着
し
て
い
く
と
予
想
さ

れ
る
こ
と
な
ど
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
現
地
で

見
て
、
聞
い
て
、
触
れ
合
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
と
分
か
っ
た
。
来
年
も
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
限
ら
ず
、
海
外
研
修
に
参
加
し
た
い
。

■
放
射
線
・
情
報
科
学
科
講
師

高
齢
者
の
比
率
が
日
本
の
そ
れ
よ
り
も
高
い
オ
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〜
パ
ス
ポ
ー
ト
の

入
ら
な
い
留
学
〜

福
島
県
天
栄
村
に
あ
るB

ritish
H
ills

の
施
設

を
利
用
し
て
、
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実

践
訓
練
を
行
う
「
英
語
Ｆ
」
の
授
業
で
あ
る
。
初

め
て
の
試
み
に
計
三
三
名
が
参
加
し
た
。

広
大
な
敷
地
内
に
一
五
〜
一
八
世
紀
の
移
築
し

た
建
物
の
宿
泊
棟
や
リ
フ
ェ
ク
ト
リ
イ
と
い
う
中

世
様
式
の
食
堂
が
あ
り
、
建
物
、
調
度
品
す
べ
て

が
古
い
英
国
の
環
境
で
あ
る
。
食
堂
に
い
た
る
ま

で
ス
タ
ッ
フ
全
員
がB

ritish
E
nglish

を
話
し
、

こ
こ
で
の
公
用
語
は
英
語
で
あ
る
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
一
五
種
類
の
英
語
ク
ラ
ス

（T
ravel

E
nglish

、Survival
E
nglish

、C
ul-

ture

、
発
音
、
ク
ッ
キ
ン
グ
、
ス
ヌ
ー
カ
ー
、
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
等
）
を
配
置
し
、
毎
日"D

iary

Study"

の
時
間
を
設
け
て
日
記
を
英
語
で
書
か
せ

（
翌
日
添
削
し
て
返
却
）、
フ
リ
ー
の
時
間
も
各
々

工
夫
を
し
て
楽
し
み
な
が
ら
英
語
で
話
し
た
。

■
作
業
療
法
学
科
一
年

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
に
研
修
に
行
き
、
生

の
英
語
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
レ
ッ
ス
ン
は
、

ゲ
ー
ム
や
ク
ッ
キ
ン
グ
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
を
習

い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
入
浴
剤
を
作
っ
た
り
す
る
な

ど
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
だ
っ
た
。

英
国
の
食
事
は
日
本
人
の
口
に
合
わ
な
い
の
で

は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
た
が
、
以
外
に
ヘ
ル
シ

ー
で
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
食
事
だ
っ
た
。
ま
た
、

デ
ィ
ナ
ー
は
本
格
的
な
コ
ー
ス
料
理
で
、
正
装
し

て
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
学
ん
だ
。
宿
泊
し
た
建
物

や
部
屋
、
庭
園
な
ど
、
全
て
イ
ギ
リ
ス
様
式
で
、

英
国
の
雰
囲
気
を
満
喫
で
き
た
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
は
、
今
年
四
月
に
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
四
月
九
日
の
入
学
式
、
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
続
い
て
、
前
期
授
業
が
始
ま
り
、
そ

し
て
、
背
振
山
中
の
少
年
自
然
の
家
で
開
催
さ
れ
た

宿
泊
研
修
で
は
親
睦
を
図
り
、
あ
わ
た
だ
し
く
も
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
五
月
に
大
運
動
会
、
六
月
に
は
学
生
に
と

っ
て
初
め
て
の
臨
床
体
験
と
な
る
基
礎
実
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で

あ
る
高
邦
会
グ
ル
ー
プ
の
病
院
・
施
設
の
協
力
の
も

と
、
各
施
設
の
業
務
お
よ
び
役
割
を
理
解
し
、
理
学

療
法
士
が
関
わ
る
疾
患
や
障
害
を
も
つ
対
象
者
に
つ

い
て
も
理
解
す
る
こ
と
な
ど
を
目
標
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
実
習
後
、
総
括
の
発
表
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。

七
月
は
学
生
に
と
っ
て
最
初
の
関
門
で
あ
る
前

期
定
期
試
験
が
行
わ
れ
、
大
学
で
の
初
め
て
の
試

験
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
な
ん
と
か
全
員
通
過
で

き
ま
し
た
。
試
験
が
終
わ
る
と
、
大
学
を
地
域
の

人
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
市
民
に
ご
参
加

い
た
だ
い
て
夏
祭
り
を
開
催
。
終
了
と
と
も
に
夏

期
休
暇
突
入
。
そ
し
て
後
期
授
業
の
開
始
と
同
時

に
第
一
回
の
大
学
祭
準
備
へ
と
、
多
忙
な
日
々
が

始
ま
り
ま
し
た
。
先
輩
の
い
な
い
な
か
自
分
た
ち

だ
け
の
力
で
手
探
り
の
準
備
で
し
た
。
甲
斐
が
あ

っ
て
、
不
安
な
が
ら
も
大
学
祭
当
日
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

「
月
華
祭
」
と
冠
し
て
一
〇
月
二
九
・
三
〇
日
の

二
日
間
、
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
初
め
て
の

大
学
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
月
」
を
学
生
、「
地

球
」
を
対
象
者
の
方
々
と
し
た
と
き
、
両
者
は
そ

れ
ぞ
れ
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
、
学
生

の
努
力
と
対
象
者
の
方
々
が
も
た
ら
し
て
く
れ
る

も
の
と
が
相
ま
っ
て
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
優
れ

た
P
T
（
理
学
療
法
士
）
・
O
T
（
作
業
療
法
士
）

が
生
ま
れ
る
、
そ
ん
な
輝
く
将
来
を
「
華
」
と
み

な
し
、「
月
華
祭
」
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
長
の
沖
侑
太
郎
君
の
開
会
挨
拶
に
始

ま
り
、
バ
ン
ド
演
奏
、
の
ど
自
慢
大
会
、
ビ
ン
ゴ

大
会
、
ミ
ス
？
（
女
装
）
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
多

く
の
出
し
物
に
は
拍
手
喝
采
！
　
大
学
の
特
長
を

生
か
し
た
障
害
体
験
や
作
業
活
動
体
験
に
は
、
親

子
連
れ
で
挑
戦
し
て
い
る
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
方
が
た
こ
焼
き
、
焼
き
鳥
、
コ
ロ

ッ
ケ
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
な
ど
た
く
さ
ん
の
メ
ニ

ュ
ー
を
味
わ
お
う
と
屋
台
模
擬
店
に
集
ま
り
、
口

い
っ
ぱ
い
に
頬
張
り
、
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
実
行
委
員
の
ス
タ
ッ
フ
が
手
話

に
よ
る
振
り
付
け
で
「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」
の

大
合
唱
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
な
か

な
か
の
感
激
も
の
で
し
た
。
大
学
入
り
口
の
誘
導
、

駐
車
場
整
理
な
ど
の
裏
方
の
仕
事
も
行
い
、
一
〇

一
名
の
学
生
全
員
参
加
の
大
学
祭
と
な
り
ま
し
た
。

学
生
諸
君
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
第

一
期
生
と
し
て
発
展
の
先
頭
を
担
っ
て
い
ま
す
。
パ

イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
熱
き
想
い
は
、
必
ず
や
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
を
後
輩
に
誇
れ
る
も
の
に
し
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。
大
学
祭
の
テ
ー
マ
「
伝
統
始

動
」
は
こ
の
よ
う
な
想
い
を
反
映
し
て
い
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
は
「
た
っ
た
一
つ
の
花
」
で
す
が
、
そ
れ

ら
が
集
ま
れ
ば
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
い
仕
事
を

成
し
遂
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
全
員
が
力
を
合
わ

せ
、
大
学
祭
は
成
功
裏
に
終
り
ま
し
た
。
学
生
た
ち

の
安
堵
と
誇
ら
し
げ
な
笑
み
は
、
わ
れ
わ
れ
教
員
の

願
い
を
確
信
に
変
え
て
く
れ
ま
し
た
。
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お揃いのＴシャツで焼き鳥屋（写真上）。
リハ学部生によるバンド登場（写真下）。

リハビリテーション学部
理学療法学科　学科長

田原弘幸

DATA
国家試験の高い合格率と抜群の就職実績を誇る本学では、「チーム医療」の担い手を目指す学生たちが学んでいます。

【学部学科構成】

●保健学部（看護学科100名、理学療法学科80名、作業療法学科80
名、言語聴覚学科80名、視機能療法学科40名、放射線・情報科学
科100名）

●医療福祉学部（医療経営管理学科100名、医療福祉学科140名）
●薬学部（薬学科180名）＊2005年開設、2006年度から6年制に

＊2005年開設
●リハビリテーション学部（理学療法学科40名、作業療法学科40名）

＊2006年開設予定
●小田原保健医療学部（看護学科50名、理学療法学科40名、作業療
法学科40名）

※人数は定員。

【国家試験合格率】※（ ）内は全国合格率。
看護師 96.6％（91.4％）
保健師 76.5％（81.5％）
理学療法士 100％（94.9％）※開学以来７年連続
作業療法士 97.9％（88.4％）
言語聴覚士 89.5％（55.8％）
診療放射線技師 86.4％（71.7％）
社会福祉士 69.2％（29.8％）
精神保健福祉士 95.5％（61.3％）

【求人数】
◎就職希望者１人あたり求人数： 60.6人
◎ 2005年度総求人数 ： 43,567人
※ 2006年度大学・大学院新卒者に対する求人数の全国平均は1.6人の予想（リクル
ート調べ）。
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こ
の
研
修
に
参
加
す
る
ま
で
は
、
英
語
を
話
す

こ
と
に
抵
抗
が
あ
っ
た
。
正
し
い
英
語
で
な
い
と

相
手
に
伝
わ
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
し

か
し
、
外
国
人
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
は
皆
優
し
く
、

私
た
ち
研
修
生
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
簡
単
な

英
語
で
、
は
っ
き
り
と
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
気

を
配
っ
て
く
れ
た
。
発
音
の
授
業
は
一
番
自
分
の

た
め
に
な
っ
た
。

語
学
の
勉
強
が
一
番
の
目
的
で
は
あ
っ
た
が
、

イ
ギ
リ
ス
の
文
化
や
習
慣
な
ど
を
学
べ
た
こ
と
は

大
き
な
収
穫
だ
っ
た
。

■
放
射
線
・
情
報
科
学
科
一
年

以
前
か
ら
、「B

ritish
H
ills

」
に
行
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
が
、
今
回
や
っ
と
実
現
し
た
。

初
め
て
来
て
驚
い
た
。B

ritish
H
ills

は
日
本
に

あ
る
の
に
、
ま
っ
た
く
別
世
界
に
い
る
よ
う
な
感

じ
が
し
て
と
て
も
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
す
ば
ら
し

い
の
は
建
物
だ
け
で
な
く
、
庭
も
で
あ
る
。
特
に
、

夜
に
な
る
と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
庭
は
美
し
か

っ
た
。
部
屋
も
イ
ギ
リ
ス
式
で
、
特
に
お
風
呂
は

日
本
の
ス
タ
イ
ル
と
ま
っ
た
く
違
っ
た
。

一
番
良
か
っ
た
の
は
授
業
だ
。
皆
で
ゲ
ー
ム
や

宝
探
し
、
ス
コ
ー
ン
作
り
を
し
た
。
先
生
は
と
て

も
分
か
り
や
す

く
、
楽
し
い
授

業
を
し
て
く
れ

る
の
で
、
あ
っ

と
い
う
間
に
時

間
が
過
ぎ
た
。

普
段
の
授
業
と

違
っ
て
実
際
に

動
き
ま
わ
っ
た

り
、
皆
と
笑
っ

て
楽
し
く
授
業

を
受
け
た
。

フ
リ
ー
タ
イ
ム
も
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
た
。
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
し
た
り
、
プ
ー
ル
で
遊
ん
だ
り
、
散
歩

を
し
た
り
、
夜
は
パ
ブ
で
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
と
話

し
た
り
し
た
。
中
で
も
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
散
歩
で
あ
る
。
自
然
道
に
は
熊
や
い
た
ち
な

ど
の
動
物
が
出
る
の
で
少
々
危
険
で
あ
る
が
、
森

の
中
を
歩
い
て
展
望
台
ま
で
行
っ
た
。
展
望
台
か

ら
は
周
り
の
山
や
湖
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

こ
の
英
語
研
修
に
参
加
し
て
英
語
に
対
す
る
気

持
ち
が
変
わ
っ
た
。
何
と
か
英
語
を
使
お
う
と
し

て
、
こ
れ
は
英
語
で
ど
の
よ
う
に
言
っ
た
ら
い
い

の
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

■
看
護
学
科
一
年

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
に
行
く
前
は
、
一
歩

中
に
入
っ
た
ら
英
語
以
外
は
話
す
こ
と
が
で
き
な

い
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
き
っ
と
大
変
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
は
と
て
も
楽
し
く
、

英
語
が
苦
痛
と
感
じ
な
か
っ
た
。
私
が
話
し
た
英

語
が
通
じ
て
、
そ
の
答
え
や
反
応
が
返
っ
て
く
る

こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く
、
も
っ
と
英
語
で
話
し
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
す
れ
違
う
時
に
、
言

葉
を
交
わ
し
た
り
す
る
こ
と
が
最
初
は
ぎ
こ
ち
な

か
っ
た
が
、
慣
れ
て
い
く
う
ち
に
自
然
に
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

料
理
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
授
業
が
あ
り
、
初
め

て
の
こ
と
で
戸
惑
い
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
と
て

も
楽
し
く
、
ま
た
や
り
た
い
と
思
っ
た
。
ス
ポ
ー

ツ
は
「
ス
ヌ
ー
カ
ー
」
を
し
た
。
ス
ヌ
ー
カ
ー
は

ビ
リ
ヤ
ー
ド
と
似
て
い
て
、
難
し
か
っ
た
が
、
先

生
が
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
た
。

帰
っ
て
き
て
か
ら
も
英
語
が
抜
け
な
く
て
、「
ご

め
ん
な
さ
い
」
を"S

orry
"

と
言
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
一
週
間
で
英
語
が
好
き
に
な
り
、
英
語
の
魅

力
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
　
第
二
回

お問い合わせ：0287-24-3200（入試センター）
10周年

高木邦格理事長（前列右から2番目）を囲んで

「オーストラリア
研修２００５」

「オーストラリア
研修２００５」



施
設
の
参
加
が
あ
り
、
一
一
七
名
が
集
っ
た
。

『
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
文
献
検
索
や
デ
ー
タ
分

析
を
体
験
し
て
み
よ
う
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

本
学
科
の
堤
か
お
り
講
師
が
『
看
護
文
献
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
』
と
題
し
、
看
護
研
究
を
行
う
上

で
の
文
献
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性
や
注
意

点
を
示
し
な
が
ら
、
文
献
検
索
の
具
体
的
な
方

法
や
課
題
を
説
明
し
た
。
次
に
、
荒
井
洋
子
助

手
が
基
本
的
な
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
や
操
作
法

を
示
し
た
あ
と
、
演
習
を
行
っ
た
。

今
後
も
、「
と
も
に
学
び
あ
う
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
看
護
学
科
と
し
て
地
域
に
貢
献
し
た
い
。

大
学
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
で

は
、
一
〇
月
二
二
日
に
第
四
回
小
児
秋
季
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
た
。

言
語
聴
覚
学
科
の
畦
上
恭
彦
講
師
に
よ
る
「
子

ど
も
た
ち
の
心
と
こ
と
ば
を
育
む
―
生
活
の
中

で
大
切
に
し
た
い
こ
と
―
」、
言
語
聴
覚
セ
ン
タ

ー
の
遠
藤
重
典
講
師
に
よ
る
「
言
語
聴
覚
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
評
価
と
指
導
」、
言
語
聴
覚
学
科

の
田
中
裕
美
子
助
教
授
に
よ
る
「
学
習
障
害
児

の
理
解
と
支
援
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

県
内
の
学
校
・
幼
稚
園
教
諭
、
保
育
士
、
言
語

聴
覚
士
、
本
学
学
生
な
ど
一
二
〇
名
の
参
加
が

あ
り
、
講
師
の
豊
か
な
経
験
に
も
と
づ
い
た
、

具
体
的
な
話
に
耳
を
傾
け
た
。

教
育
・
保
育
に
携
わ
る
方
々
や
保
護
者
か
ら
、

子
ど
も
の
発
達
や
対
応
法
な
ど
に
つ
い
て
の
学

習
ニ
ー
ズ
は
高
く
、
今
後
も
地
域
と
の
交
流
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

大
学
院
の
「
学
内
推
薦
入
試
」
に
、
卒
業
生
、

修
了
生
も
出
願
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

入
学
金
は
免
除
と
な
り
ま
す
。
一
八
年
度
は
、

大
田
原
、
東
京
、
熱
海
、
福
岡
、
柳
川
（
大
川
に

移
転
予
定
）
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
加
え
、
小
田
原
駅

前
に
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
、
助
産
学

分
野
も
開
設
予
定
で
す
。（
要
別
途
問
い
合
わ
せ
）

研
究
や
臨
床
の
場
で
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
、

大
学
院
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
学
内
推
薦
概
要
】

修
士
課
程
保
健
医
療
学
専
攻

一
〇
月
一
日
に
、
Ｌ
棟
一
階
書
籍
売
店
の
隣

り
に
「
Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
毎
週
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、

一
〇
時
か
ら
一
九
時
ま
で
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま

す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
本
学
卒
業

生
で
、
九
月
ま
で
宇
都
宮
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
を
し
て
い
た
郡
司
京

子
さ
ん
が
着
任
し
ま
し
た
。
学
生
も
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
携
わ
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
は
、
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員

会
が
学
内
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
①
学
生
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
気
軽
な
相
談
の
受
付
・
斡

旋
、
②
地
域
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
の
窓

口
業
務
や
連
携
、
③
大
学
関
連
病
院
や
福
祉
施

設
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ニ
ー
ズ
の
調
査
・
導
入

開
発
、
④
定
例
の
ミ
ニ
講
座
や
勉
強
会
の
開
催

を
目
的
に
運
営
し
て
い
ま
す
。
楽
し
い
企
画
も

考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電
話：

〇
二
八
七
（
二
四
）
三
七
一
九

ニ
シ
ヘ
ミ
ナ
イ
ク
（
西
へ
皆
行
く
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス：

v
olu
n
teer@

iu
h
w
.ac.jp

IUHW 2005.12.0115

TOPICS

言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
で

第
四
回
小
児
秋
季
セ
ミ
ナ
ー
開
催
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看護学科4年（助産選択生） 大根田恵

告
　
知
　
板
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一
〇
月
二
八
日
、
日
本
理
学
療
法
士
協
会
並

び
に
日
本
作
業
療
法
士
協
会
設
立
四
〇
周
年
記

念
式
典
・
祝
賀
会
が
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
式
典
に
お
い
て
、

長
年
理
学
療
法
業
務
お
よ
び
作
業
療
法
業
務
に

功
労
が
あ
っ
た
者
へ
の
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
が

行
わ
れ
、
本
学
の
丸
山
仁
司
教
授
（
日
本
理
学

療
法
士
協
会
副
会
長
）、
藤
沢
し
げ
子
教
授
、
高

橋
精
一
郎
教
授
が
理
学
療
法
士
と
し
て
、
ま
た

作
業
療
法
士
で
は
、
杉
原
素
子
（
日
本
作
業
療

法
士
協
会
会
長
）、
古
川
昭
人
の
両
教
授
が
こ
の

賞
を
受
け
た
。

一
〇
月
一
三
日
、
本
学
大
学
院
の
田
中
繁
教

授
が
、
平
成
17
年
度
工
業
標
準
化
事
業
に
お
い

て
経
済
産
業
大
臣
の
表
彰
を
受
け
た
。
福
祉
分

野
の
標
準
化
活
動
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
及
び
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
の

推
進
及
び
産
学
連
携
に
よ
る
標
準
化
推
進
体
制

を
構
築
し
、
福
祉
援
助
工
学
の
第
一
人
者
と
し

て
、
中
小
企
業
が
主
体
の
業
界
へ
の
技
術
的
指

導
を
率
先
し
て
行
っ
た
功
績
が
称
え
ら
れ
た
。

義
肢
装
具
学
会
が
一
一
月
一
九
日
に
行
わ
れ
、

本
校
作
業
療
法
学
科
の
森
田
千
晶
講
師
が
二
〇

〇
五
年
度
飯
田
賞
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。
日
本

で
初
め
て
米
国
で
義
肢
適
合
士
の
免
許
を
取
得

し
た
飯
田
卯
之
吉
先
生
の
功
績
を
称
え
た
賞
だ
。

研
究
テ
ー
マ
は
「
筋
電
義
手
の
開
発
と
作
業
療

法
」。
筋
電
義
手
は
従
来
の
義
手
の
数
倍
も
性
能

が
良
い
の
に
日
本
人
に
は
大
き
す
ぎ
る
た
め
、

義
肢
装
具
会
社
と
人
間
工
学
研
究
者
と
と
も
に

日
本
人
の
体
格
に
合
っ
た
利
便
性
の
高
い
も
の

を
開
発
し
て
お
り
、
そ
の
研
究
が
奨
励
さ
れ
た
。

栃
木
県
病
院
薬
剤
師
会
に
よ
る
本
学
薬
学
部

棟
の
見
学
会
が
、
八
月
七
日
に
行
わ
れ
た
。
こ

の
見
学
会
は
、
地
元
の
栃
木
県
病
院
薬
剤
師
会

の
方
々
に
、
北
関
東
で
初
と
な
る
本
学
の
薬
学

部
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
最
先
端
の

薬
学
教
育
の
現
場
を
見
学
し
て
い
た
だ
く
目
的

で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
同
薬
剤
師
会
会
員

の
方
々
と
そ
の
家
族
の
約
一
〇
〇
名
で
あ
っ
た
。

伊
賀
立
二
薬
学
部
長
に
よ
る
本
学
薬
学
部
の

概
説
の
あ
と
、
四
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
三
階

の
模
擬
保
険
調
剤
薬
局
、
模
擬
病
院
薬
局
を
中

心
に
見
学
し
た
。
ま
た
、
本
学
教
員
の
各
専
門

分
野
の
施
設
も
案
内
し
た
。

今
回
の
見
学
会
に
は
、
今
後
、
本
学
学
生
が

臨
床
実
習
を
行
う
際
の
受
け
入
れ
を
予
定
し
て

い
る
施
設
の
方
々
も
多
く
出
席
さ
れ
、
本
学
の

薬
学
教
育
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な

っ
た
。

九
月
二
三
、
二
四
日
の
両
日
、
共
同
作
業
所

の
全
国
組
織
「
き
ょ
う
さ
れ
ん
」
の
第
二
八
回

全
国
大
会
（
実
行
委
員
長
・
大
谷
藤
郎
本
学
総

長
）
が
、
全
国
か
ら
二
〇
〇
〇
人
が
参
加
し
て

宇
都
宮
で
開
催
さ
れ
た
。

本
学
か
ら
も
同
大
会
の
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、
医
療
福
祉
学
科
一
年
生
一
六
〇
名
全

員
が
参
加
し
た
。
事
前
に
車
椅
子
介
助
等
の
研

修
が
行
わ
れ
、
学
生
は
二
日
間
に
分
か
れ
て
、

全
体
運
営
と
分
科
会
運
営
及
び
県
内
日
帰
り
ツ

ア
ー
の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
雨
の
中
で
の

机
運
び
や
車
椅
子
介
助
と
な
っ
た
が
、
事
故
等

も
な
く
無
事
に
活
動
を
終
え
た
。
学
生
は
「
貴

重
な
学
び
の
場
に
な
っ
た
」「
ま
た
活
動
し
た
い
」

と
口
々
に
感
想
を
述
べ
、
学
生
に
と
っ
て
貴
重

な
体
験
の
場
と
な
っ
た
。

平
成
一
六
年
度
学
内
研
究
費
に
よ
る
研
究
発
表

会
が
、
七
月
二
九
日
、
薬
学
部
棟
の
教
室
及
び
ホ

ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。
口
頭
発
表
八
題
、
パ
ネ

ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
三
八
題
、
資
料
参
加
一
六
題
、
計

六
二
題
の
報
告
が
あ
っ
た
。
例
年
に
な
く
多
い
一

四
九
名
が
参
加
し
て
活
発
な
質
疑
が
な
さ
れ
、
本

学
の
研
究
活
動
へ
の
関
心
の
高
さ
を
示
し
た
。

平
成
一
七
年
度
の
教
員
研
修
会
が
一
〇
月
一

七
日
、
本
校
に
て
開
催
さ
れ
た
。「
教
育
評
価
の

あ
り
方
」
を
主
題
に
、
第
一
部
で
は
、「
教
育
評

価
を
め
ぐ
る
今
日
の
論
点
」
と
題
す
る
寺
崎
昌

男
氏
（
東
大
名
誉
教
授
、
現
立
教
学
院
本
部
調

査
役
）
の
講
演
、
第
二
部
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
形
式
で
各
学
科
か
ら
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

各
学
科
で
抱
え
る
問
題
や
学
科
間
の
考
え
方
の

相
違
が
明
確
に
な
り
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ

た
。
教
員
の
ほ
か
、
近
隣
の
関
連
施
設
職
員
も

参
加
し
、
一
六
五
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

九
月
三
日
、
本
校
Ｓ
Ｌ
教
室
（
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ル
ー
ム
）
に
お
い
て
、
看
護
学
科
に
よ
る

公
開
学
習
会
を
開
催
し
た
。
県
北
は
じ
め
、
県

南
な
ど
遠
方
か
ら
も
医
療
・
教
育
機
関
な
ど
24

14

理
学
・
作
業
療
法
功
労
者
に

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

TOPICS

ト
T

O
P

IC
S左から、藤沢しげ子教授、丸山仁司教授、杉原素子教授、

古川昭人教授、高橋精一郎教授。

大
学
院
・
田
中
繁
教
授
に

経
済
産
業
大
臣
表
彰

TOPICS

医
療
福
祉
学
科
、「
き
ょ
う
さ
れ
ん
」

全
国
大
会
を
サ
ポ
ー
ト

TOPICS

作
業
療
法
学
科
・
森
田
講
師
に

飯
田
賞
奨
励
賞

TOPICS

栃
木
県
病
院
薬
剤
師
会
が

薬
学
部
を
視
察

TOPICS

平
成
一
六
年
度
学
内
研
究
費

研
究
発
表
会
開
催

TOPICS

平
成
一
七
年
度
教
員
研
修
会
開
催

TOPICS

看
護
学
科
公
開
学
習
会
開
催

TOPICS

修
士
課
程
保
健
医
療
学
専
攻

修
士
課
程
医
療
福
祉
経
営
専
攻



九
月
三
〇
日
に
第
一
七
回
院
内
学
術
懇
話
会
が

開
催
さ
れ
、
職
員
約
一
〇
〇
名
が
参
加
し
、
活
発

に
意
見
が
交
換
さ
れ
た
。
演
題
は
次
の
通
り
。

一
〇
月
一
六
日
、
熱
海
市
観
光
会
館
で
第
八

回
公
開
講
座
を
開
催
。
テ
ー
マ
「
い
き
い
き
八

五
歳
を
め
ざ
し
て
」
に
市
民
三
〇
〇
名
が
来
場

し
、「
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」
も
実
施
し
た
。

以
上
、
演
題
と
講
師
。

IUHW 2005.12.117

▼　 10557-81-9171 http://atami.iuhw.ac.jp

附
属
病
院

韓 

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 

築山（循） 築山（循） 築山（循） 重政（循） 岡田（循） 小林(循） 築山（循） 小林(循） 重政※1 岡田（循） 重政（循） 岡田（循） 

清川（呼） 清川（呼） 高藤(呼） 高藤(呼） 清川（呼） 清川（呼） 高藤（呼） － 高藤(呼） 高藤（呼）※１１ － 

川口（消） 唐澤（消） 川口（消） 都島（糖・循） 唐澤（消） 都島（糖・循） 川口（消） 北洞(消） 唐澤（消） 唐澤（消） 川口（消） 

河村（消） 

河村（消） 

北洞（消） 

山田（糖） 押川（腎） 山田（糖） 藤川（腎） 生駒(循） 山田（糖） 山田（糖） － 下田（糖） 下田（糖） 山田（糖） － 

野澤(消） － 北洞（消） 田中（消） 野澤(消） 野澤（消） 押川（腎） 野澤(消） 国枝（循） 国枝（循） 小林（循） 田中（消） 

玉城（神内） 都島（糖・循） 玉城（神内） 北洞（消） 藤川（腎） 玉城（神内） － 玉城（神内） 藤川（腎） 押川（腎） － 

－ －  堤※８ － 堤※８ － 堤※８ － － － － － 

中村 中村 田口 田口 田口 － 手 術 手 術 中 村  川崎 川崎 －

－ － － － － － － －  田中 田中 －  －

伊藤 伊藤※９ 伊藤 伊藤 － 原 原 － 

斎藤 － － 原 原※９ － 斎藤 斎藤※９ 

北谷 － 北 谷 － 北谷 － 北 谷 － 北谷 － － － 

－ 林 － － － － － 林 － － － －

小林・矢田 小林・矢田※２ 

（第１・３・５） （第１・３・５） 

佐々木・伊東 佐々木・伊東※ ２ 

（第２・４） （第２・４） 

藤澤 交代制 藤澤 交代制 乾 交代制 藤澤 交代制 十河 交代制 肝臓・消化器外来※３ 高崎 

板倉 － － 予防接種※３ － 予防接種※３ － 椎原（第２のみ） － 乳児健診※３ 板倉 － 

－ － － － － － － － －  末満（第２のみ） － － 

折居 折居 折居 折居 折居 折居 折居 折居 折居 折居 － － 

一般外来 交代制※６ 藤井 藤井 － 藤 井 － 高梨 高梨 高梨 交代制※６ 

専門外来 － － 篠永 篠永 － 篠永・高梨 － － 篠永 － 

－ －  奥  津  － － － － －  奥  津  － － －

林※１０ － 林※１０ － 林※１０ － － － 林※１０ － 林※１０ － 

五來 五來 五來※５ 五來 五來※５ － － 五來※５ 五來 － 

田中 － 田中※５ － － 田中 田中※５ 田中※５ 田中 田中 

藤川 藤川 藤川 － 藤 川 藤 川 藤 川 藤 川 藤 川 － 藤川 藤川 

時崎 時崎 時崎 時崎 － － 時崎 時崎 時崎 時崎 時崎 時崎 

栗山※６ 栗山 栗山※７ 栗山※６ 栗山 － 栗 山 － 栗山 － 

露崎※６ － － 露崎※６ － 露崎※７ 露崎 露崎※７ 露崎 － 

木内※６ 木内 木内※７ 木内※６ 高杉 高杉※７ － － － 木内※７ 

陶山 陶山 
（第２・４） （第２・４） 
中西 中西 

（第１・３・５） （第１・３・５） 

小林 小林 小林 小林 
（第１・２・５） （第１・２・５） （第１・４・５） （第１・４・５） 

－ 神崎※４ 神崎 林 神 崎 神崎※４ － － 横山 

横山 横山※４ 横山 横山 － － 横山 横山※４ － 

塩野 塩野 － － － －  塩 塩 野 野 － － － －

北村 北村 北村 北村 北村 北村 － － 北村 北村 北村 北村 

　※１　第１・３・５金曜日の午前の診察となります。 
　※２　皮膚科午後診療は、原則予約制です。 
　※３　乳児健診は金曜日の１４：００～１５：３０、予防接種は火・水曜日の１４：００～１５：３０に行います。(予約制） 
　　　　 土曜日午前の１診は肝臓・消化器外来となります。 
　※４　耳鼻咽喉科外来の月曜日午後は補聴器外来、木曜日午後はめまい･難聴外来、金曜日午後はめまい外来で予約制です。　　 
　※５　婦人科の火曜日・金曜日の午前受付は原則１１：００までです。水曜日と木曜日の午後は原則予約制です。 
　※６　３名のうち、手術対応でない医師が外来を行います。 
　※７　泌尿器科の午後は検査予約患者優先のため、一般診察の方はお待ちいただきます。 
　※８　精神科の午前中の受付は１０：３０までです。 
　※９　整形外科の午後の診療は原則予約制です。 
　※１０産婦人科：林先生の月・火・金・土曜日の外来は予約制です。水曜日は初診外来です。 
　※１１禁煙外来は第２・４金曜日の午後（１４：３０～１６：３０）のみで予約制です。 

午前の部 

午後の部 

診察日 

産婦人科 

婦人科 

※急患の場合は随時受付けておりますので、ご相談下さい。 

村上 
（第2：韓） 

－ 

陶山 

岩崎 

検査 

伊東※２ 

韓 

電話番号０５５７（８１）９１７１ 国際医療福祉大学附属熱海病院 

手術 手術 

中西 中西 － －  

小林 

病　理 

手術 

手術 手術 

小林 小林 

手術 手術 中西 

放射線科 

耳鼻咽喉科 

月曜日～土曜日　　但し日曜日、祝祭日は休診日 

《受診のご案内》 

０８：３０　～　１２：００ 
受　付　時　間 

　 　　１３：００　～　１６：３０　　 　 

診　療　時　間 
０９：００　～　１３：００ 
１４：００　～　１７：００ 

診療科 

－ 

内　科 

総合診療科 

矢田 矢田※２ 

佐々木 

精神科 

呼吸器外科 

形成外科 

外来医師担当表 ☆９月より、歯科口腔外科を開設しました。 平成１7年11月14日現在 

金 土 　曜 日　　 月 火 水 木 

村上 － －  村上 － 

鈴木 

羽鳥 

韓 

陶山 

矢田 

羽鳥 

手術 

伊東 

小林 

小林 小林 

陶山 

中西 

矢田※２ 

リハビリテーション科 

韓 

村上 岩崎 韓 

小林※２ 佐々木※２ 

整形外科 手術 

－ 陶山 － 

歯科口腔外科 

鈴木 鈴木 

－ 
外　科 

羽鳥 

鈴木 

ペインクリニック 

脳神経外科 手術 

佐々木 小林 

手術 

伊東 伊東※２ 

小林 

泌尿器科 手術 

眼　科 

陶山 陶山 

中西 中西 

１人（交代） １人（交代） 
※９ 

手術 

小児科 

矢田 伊東 伊東※２ 

皮膚科 
小林※２ 

乳腺外科 

十
月
五
日
、
三
田
病
院
に
て
職
員
を
対
象
に

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

本
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
で
あ
り
、
横
浜
市
立

大
学
医
学
部
教
授
の
橋
本
廸
生
先
生
が
、「
組
織

活
動
と
し
て
の
医
療
安
全
」
を
テ
ー
マ
に
組
織

と
し
て
医
療
安
全
を
確
保
す
る
に
は
職
員
一
人

一
人
の
安
全
意
識
の
向
上
が
大
切
で
あ
る
な
ど

と
講
演
さ
れ
た
。
質
疑
応
答
は
多
岐
に
渡
り
、

職
員
の
医
療
安
全
へ
の
認
識
が
深
ま
っ
た
。
よ

り
活
発
に
医
療
安
全
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

九
月
三
〇
日
に
第
五
回
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

「
ト
ラ
ベ
ル
メ
デ
ィ
ス
ン
」
を
テ
ー
マ
に
海
外
旅

行
帰
国
者
を
受
診
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
感
染
症
に
つ
き
、
当
院
予
防

医
学
セ
ン
タ
ー
医
師
で
本
学
教
授
の
楽
得
康
之

先
生
が
講
演
し
た
。
海
外
へ
の
渡
航
者
は
増
加

を
続
け
、
港
区
に
は
外
国
人
居
住
者
も
多
く
、

医
師
会
の
先
生
方
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
ら
れ
た
。

呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
で
本
学
教

授
の
池
田
徳
彦
先
生
が
、
八
月
二
日
、
大
江
戸

線
月
島
駅
に
停
車
中
の
地
下
鉄
で
倒
れ
た
男
性

に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
、
そ
の
救
命
活
動

を
臨
海
消
防
署
よ
り
表
彰
さ
れ
た
。
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施
N

ew
s

:A
ffiliated

Facilities
附
属
病
院

■診療受付時間（月～土）　 

午前8：30～11：30
午後12：30～16：30

※1　外科の水曜午前の折口Drは、 
　　専門外来（血管外科：静脈・ 
　　むくみ）となります。 
※2　脳神経外科金曜午後の専門 
　　外来は14時からの診療(予約 
　　制)となります。 
※3　整形外科第4水曜午前須田Dr
　　(ひざ)は予約制です。 
※4　整形外科第4金曜午後柳本Dr
　　(股関節)は予約制です。 
※5　眼科の火・土の予約外受付 
　　は15：00までとなります。 

※6　耳鼻科月・水午前の西山Dr、 
　　水･金午前の渡邊Dr.は10:00
　　からの診療となります。 
※7　耳鼻科木曜午後の倉島Dr
　　(めまい外来)は15：00から 
　　の診療となります。 

※8　皮膚科水・木午後のレーザー 
　　治療は完全予約制です。 
※9　歯科の初診受付は月～金 
　　午前11時までとなります。 
※10 小児科の土曜午後は、第1根 
　　本充Dr、第3・4根本しおりDr、 
　　第2・5三上Drが担当します。 

※11  小児科の火・水・木の午後は 
　　 健診/予防接種が終了後、一 
　　 般の診療を受け付けています。 
※12 小児科の専門外来は、第3水 
　　 午後荒木Dr(神経)、第1水 
　　 午前土井Dr(循環器)です。 
※13 精神科の土曜日は完全 
　　 予約制となります。 
※14 リハビリテーション科は完全 
　　予約制です。 
※15 呼吸器ｾﾝﾀｰの土曜午前は、 
　　 池田Drと林Drの交替制です。 

※外科は予約診療時間帯でも、耳鼻科倉島Dr・皮膚 
　科は優先予約ですが、予約外でも、乳腺センター 
　・頭頸部腫瘍センターは手術予定日でも、受診可 
　能な場合がありますので、事前に電話でお問合せ 
　下さい。 

※外来担当医は諸事情により変更になる場合があり 
　ます。 

外来医師担当表　 は予約診療です。 

土 

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 

内科 大山 佐藤 敦久 大山 洪 大 山 洪 洪 中 野 大 山 佐藤 敦久 小山 樋口 大山 樋口 
秋山 佐藤 圭一 秋山 小山 佐藤 圭一 小玉 佐藤 敦久 樋口 小山 秋山 小玉 由井 秋山 由井 
中野 由井 小玉 松原 由井 田中 多比良 松 原 中 野 中 野 佐藤 圭一 
小野 岩澤 佐藤 圭一 阿部 小玉 武田 由井 小玉 船木 船木 

★専門外来 ★専門外来 ★専門外来 ★専門外来 ★専門外来 大塚 ★専門外来 

林 佐藤 博子 及川 中島 寺田 村上 
〈内分泌代謝〉 (第1･2・3) 〈漢方〉 〈リウマチ〉 〈神経内科〉 〈循環器〉 

(第1･3) （第4のみ） 

外科 真船 折口 （手術） （手術） 折口※1 真船 久保田 真船 （手術） （手術） 
久保田 

脳神経外科 岩 崎 ★専門外来 岩崎・朝本 ★専門外来 交替制 交 替制 交替制 ★専門外来 岩崎 ★専門外来 

岩崎 畑山・光山 朝 本 神 保 神 保 神 尾※2
(小児脳神経外科) （手足しびれ外来） （脳卒中） （畑山） 〈頭痛･神経〉 

整形外科 前野 前野 福井 ★専門外来 石川 （手術） 石川 ★専門外来 池上 福井 
柳本 川崎 福井 須田※3 川崎 福井 (第１，３） 

〈脊椎･脊髄・装具〉 (第4) 〈脊椎･脊髄・装具〉 柳本※4（第4） 

産婦人科 井川 （検査） 井川 （検査） 提坂 井川 （手術） 井川 小泉 交替制 （手術） 交替制 （手術） 
提坂 提坂 提坂 小泉 

眼科 征矢 征矢 交替制 交替制※5 征矢 （手術） 征矢 （手術） 征矢 征矢 交替制 交替制 ※5 交替制 交替制 ※5
金田 金田 ※征矢は第3のみ ※征矢は第３のみ 金田 （検査・処置） 金田 金田 金田 　　　※金田は第3のみ 

耳鼻咽喉科 渡 邊 ★専門外来 本橋 （手術） 渡邊※6 ★専門外来 渡邊 ★専門外来 渡邊※6 中村 ★専門外来 ★専門外来 ★専門外来 ★専門外来 

西山※6 渡邊、許斐 西山※6 渡邊･熊田 高 田 西 山 西 山 ★専門外来 高木 〈アレルギー〉 渡邊 高木 〈アレルギー〉 西山 
〈音声〉 〈音声〉 〈難聴･補聴器〉 渡邊･本橋 渡邊 〈補聴器〉 西山 〈補聴器〉 

西山 ★専門外来 古川 倉島※7 〈音声〉 （第2，4） (第2･4) (第１･3) (第1･3)

熊田 〈頸部超音波〉 〈めまい〉 水上〈めまい〉 

〈音声〉 （第1，3） 

皮膚科 久 保 久 保 久  保  （手術） 久保 ★専門外来 久保 ★専門外来 久保 蘆田 久保 交替制 久保 交替制 
蘆田 蘆田 蘆田 久保※8 蘆田 蘆田※8 蘆田 蘆田 蘆田 

〈レーザー〉 〈レーザー〉 

泌尿器科 服部 服部 服部 服部 松下 (手術） 松 下 (手術） 服 部 服 部 服 部 服 部 
歯科口腔外科 齊藤 （手術） 母家 齊藤 齊藤 齊藤 齊藤 齊藤 齊藤 齊藤 齊藤 齊藤 齊藤 
※9 母家 母家 母家 母家 母家 母家 母家 母家 母家 母家 

小児科 松 井 関 根 根本 充 高木 保科 三上 松井 関根 松井 松井 高木 交替制 高木 交替制 

※11・12 高木 根本 充 伊能 〈乳児健診〉 根本 充 〈予防接種〉 伊能 〈乳児健診〉 高木 根本 充 伊能 ※10 伊 能 ※10
伊能 鈴木 三上 

〈予防接種〉 〈神経〉 〈予防接種〉 

伊能 関根・三上 関根 
精神科 
〈もの忘れ･メンタルクリニック〉 

高山 高山 高山 高山 高山 高山 高山 岡野 岡野 

リハビリテーション科 太田※14 太田 太田 太田 太田 太田 木村 太田 太田・木村 
乳腺センター 吉本 師田 吉本 吉本 交替制 吉 本 吉本 宮本 吉本 宮本 

師田 師田 師田 交替制 宮本 
頭頸部 鎌 田 鎌 田 鎌 田 鎌 田 
腫瘍センター 三浦 三浦 ＊(手術） ＊(手術） 多田 三浦 ＊(手術） ＊(手術） ＊(手術） ＊(手術） 

増淵 多田 
呼吸器センター 佐藤 交替制 中野 池田 林 林 中野 池田 佐藤 林 交替制 中野 交替制 佐藤 

池田 岩沢 池田 ※15 ※ 15 （第5も） 

麻酔科・ペインクリニック 阿久根 阿 久根 阿久根 

交替制 

多田 
mita

高山※13 

太田 

交替制 

交替制 

交替制 

木 金  
第1･3 第2･4区分 

月 火  水  

平成17年11月1日現在 

電話０３（３４５１）８１２１ 

国際医療福祉大学 
附属三田病院 
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医
療
法
人
社
団
高
邦
会
、
介
護
老
人
保
健
施

設
水
郷
苑
は
、
平
成
五
年
九
月
、
北
原
白
秋
生

誕
の
地
で
あ
る
柳
川
市
に
、
入
所
一
〇
〇
名
（
短

期
入
所
二
名
、
痴
呆
加
算
床
二
床
）、
通
所
一
〇

名
で
柳
川
・
大
川
地
域
初
の
老
人
保
健
施
設
と

し
て
開
設
し
ま
し
た
。

平
成
七
年
四
月
、
柳
川
市
よ
り
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
委
託
を
受
け
、
在
宅
の
寝

た
き
り
の
方
、
独
居
の
高
齢
者
や
そ
の
家
族
に

対
し
、
在
宅
介
護
等
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
①
包
括
的
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
施
設
、
②

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、
③
在
宅
復
帰
施

設
、
④
在
宅
生
活
支
援
施
設
、
⑤
地
域
に
根
ざ

し
た
施
設
で
あ
る
こ
と
を
水
郷
苑
の
基
本
理
念

と
し
て
、
職
員
一
同
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

●
　
●
　
●

こ
こ
で
、
今
回
の
介
護
保
険
改
定
に
つ
い
て

触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
七
月
一
四
日
、
一
〇
月
か
ら
「
居
住
費
」

と
「
食
費
」
を
介
護
保
険
の
対
象
外
と
す
る
介

護
報
酬
改
定
案
が
社
会
保
障
審
議
会
・
介
護
保

険
給
付
部
会
で
諮
問
・
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

所
得
の
低
い
方
（
第
一
段
階
・
第
二
段
階
・

第
三
段
階
）
に
は
負
担
の
限
度
額
を
設
定
し
、

施
設
に
基
準
費
用
額
と
負
担
限
度
額
の
差
額
を

保
険
給
付
で
補
う
仕
組
み
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
定
は
準
備
期
間
が
短
く
、
福
岡
県

内
の
各
施
設
に
お
い
て
、
居
住
費
・
食
費
の
価

格
設
定
額
の
利
用
者
・
ご
家
族
へ
の
説
明
が
遅

れ
ま
し
た
。
水
郷
苑
で
八
月
初
め
に
利
用
者
本

人
・
家
族
に
一
〇
月
改
定
に
よ
る
自
己
負
担
増

に
対
す
る
意
向
調
査
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
結
果
、
入
所
者
九
六
名
の
内
七
名
が
施
設
か

ら
退
去
意
向
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

こ
の
改
定
は
介
護
の
施
設
か
ら
在
宅
へ
の
大

き
な
シ
フ
ト
で
あ
り
、
在
宅
へ
の
流
れ
が
加
速

す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
高
邦
会
グ
ル
ー
プ

の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
も
今
以
上
に
拡
大
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
介
護
保
険
改
定
の
ポ

イ
ン
ト
を
ま
と
め
ま
し
た
。

居
住
費
の
範
囲
（
利
用
者
負
担
の
も
の
）

多
床
室
（
相
部
屋
）：

光
熱
水
費
相
当

従
来
型
個
室
な
ど：

室
料
＋
光
熱
水
費
相
当

食
費
の
範
囲

利
用
者
負
担：

食
材
料
費
＋
調
理
費
相
当

保
険
給
付：

栄
養
管
理
費
用（
栄
養
管
理
体
制

加
算
、
栄
養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
）

栄
養
管
理
体
制
加
算
（
新
設
）

12
単
位
／
日

栄
養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算（
新
設
）

12
単
位
／
日

要
介
護
３
　
９
２
１
単
位
／
日

※
居
室
が
四
区
分
に

〈
多
床
室
〉
要
介
護
３

９
０
３
単
位
／
日
　
▲
18
単
位

〈
従
来
型
個
室
〉
要
介
護
３
　

８
０
４
単
位
／
日
　
▲
１
１
７
単
位

〈
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
〉
要
介
護
３
　

７
９
１
単
位
／
日
　
▲
１
３
０
単
位

〈
ユ
ニ
ッ
ト
型
準
個
室
〉
要
介
護
３

７
９
１
単
位
／
日
　
▲
１
３
０
単
位

今
回
の
改
定
は
利
用
者
に
は
厳
し
く
重
い
負

担
増
と
な
り
、
施
設
に
と
っ
て
も
大
減
収
に
な

る
内
容
で
あ
る
。

「
食
費
」
の
見
直
し
で
は
、
基
準
費
用
額
一
三

八
〇
円
、
栄
養
管
理
体
制
加
算
12
単
位
、
栄
養

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
12
単
位
を
加
え
る
と
一
六

二
〇
円
に
な
り
、
従
来
の
食
事
サ
ー
ビ
ス
費
二

一
二
〇
円
と
比
べ
る
と
一
日
五
〇
〇
円
の
減
と

な
る
。

居
住
費
、
食
費
を
基

準
費
用
額
で
設
定
す
る

と
、
第
四
段
階
利
用
者

の
負
担
額
（
多
床
室
）

は
、
要
介
護
３
で
は
従

来
の
約
五
万
九
〇
〇
〇

円
／
月
か
ら
約
九
万
二

〇
〇
〇
円
／
月
に
な
り

約
三
万
三
〇
〇
〇
円
／

月
の
負
担
増
、
施
設
も

年
間
約
一
九
五
〇
万
円

の
減
収
と
な
る
。
低
所

得
者
に
は
負
担
増
対
策

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

第
四
段
階
で
一
気
に
負

担
が
増
え
る
。

▼　 10944-87-0001 http://www.kouhoukai.org

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
九
州
地
区
）

18

▼ 103-3402-3151／ 103-3402-5581 http://www.sannoclc.or.jp

国
際
医
療
福
祉
病
院
で
は
、
平
成
一
七
年
四
月

か
ら
、
初
期
臨
床
研
修
制
度
に
従
っ
て
、
二
人
の

臨
床
研
修
医
が
研
修
を
始
め
て
い
ま
す
。
こ
の
新

制
度
は
、
基
本
的
な
医
師
と
し
て
の
知
識
・
技
術

が
、
こ
れ
ま
で
の
医
学
部
の
教
育
シ
ス
テ
ム
で
は
、

不
十
分
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
つ
く
ら
れ
た
も
の

で
す
。
当
院
も
こ
れ
に
賛
同
し
、
患
者
様
の
持
つ

問
題
に
対
し
て
き
ち
ん
と
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
タ
ク

ト
が
で
き
る
医
師
の
育
成
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

全
人
的
な
医
療
の
習
得
と
い
う
目
標
を
達
成
す

る
に
は
、
当
然
、
精
神
心
疾
患
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
、
在
宅
や
保
健
所
関
係
の
仕
事
の
経
験
も

含
ま
れ
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
今
ま
で
も
大
学
病
院

等
で
同
様
の
研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

こ
ま
で
広
い
領
域
の
研
修
は
ど
こ
の
施
設
も
初
め

て
の
経
験
で
す
。
大
学
病
院
ほ
ど
の
規
模
を
持
た

な
い
私
ど
も
の
よ
う
な
一
般
病
院
は
小
回
り
が
利

く
利
点
を
生
か
せ
ま
す
が
、
す
べ
て
を
一
病
院
で

網
羅
す
る
の
は
大
変
で
す
。
当
院
で
は
、
精
神
疾

患
の
研
修
の
み
、
那
須
高
原
病
院
に
ご
協
力
を
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

一
八
年
度
は
五
人
の
臨
床
研
修
医
が
、
新
た
に

当
院
で
研
修
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
す
べ
て
を

網
羅
し
た
研
修
が
こ
の
研
修
医
数
で
も
可
能
で
す

が
、
こ
の
多
岐
に
わ
た
る
研
修
で
は
、
数
的
・
質

的
に
、
必
ず
し
も
当
院
だ
け
で
は
魅
力
的
に
は
行

え
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
特
徴

あ
る
病
院
を
数
多
く
持
つ
私
た
ち
国
際
医
療
福
祉

大
学
・
高
邦
会
グ
ル
ー
プ
で
は
、
臨
床
研
修
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
グ
ル
ー
プ
内
の
病
院
が
連
携
し

て
魅
力
あ
る
研
修
の
場
を
設
け
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
初
期
研
修
だ
け
で
な
く
後
期
研
修
の
場

も
グ
ル
ー
プ
と
し
て
提
供
し
よ
う
と
、
一
八
年
四

月
か
ら
、
三
〇
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
医
療
福
祉
施
設

の
う
ち
九
施
設
で
後
期
研
修
医
の
募
集
を
開
始
い

た
し
ま
す
。

当
グ
ル
ー
プ
の
特
色
を
生
か
し
た
後
期
研
修
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
専
門
医
を
取
得
す
る
た
め
の

「
専
門
医
コ
ー
ス
」
と
、
高
度
な
専
門
技
術
を
取

得
す
る
た
め
の
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
」
が
あ

り
ま
す
。
基
本
的
に
は
一
つ
の
病
院
で
研
修
を
行

い
ま
す
が
、
希
望
が
あ
る
場
合
、
全
国
三
〇
〇
〇

床
、
約
五
〇
〇
名
の
医
師
を
擁
す
る
当
グ
ル
ー
プ

内
の
病
院
で
留
学
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

研
修
期
間
は
三
年
以
内
で
、
研
修
終
了
後
は
、
グ

ル
ー
プ
ス
タ
ッ
フ
医
師
、
大
学
教
員
な
ど
多
様
な

進
路
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
当
院
で
も
積
極
的
に

協
力
し
、
臨
床
研
修
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
研
修
制
度
に
も
関
係
し
、
全
国
で

医
師
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
栃
木
県
も
例

外
で
は
な
く
、
当
院
が
あ
る
県
北
地
域
は
特
に
深

刻
で
す
。
当
院
は
今
年
、
栃
木
県
で
唯
一
、
小
児

科
医
、
産
婦
人
科
医
が
増
え
た
病
院
で
す
が
、
こ

の
問
題
を
栃
木
県
全
体
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
い

ま
す
。
当
院
は
昨
年
よ
り
全
国
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
、
研
修
医
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

栃
木
県
知
事
、
自
治
医
大
学
長
も
参
加
し
た
セ
ミ

ナ
ー
で
、
県
と
協
力
し
、
佐
藤
院
長
が
率
先
し
て

医
師
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
医
師
育

成
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
際
医
療
福
祉
大
学
関
連
病
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

h
ttp
://w

w
w
.h
p
n
etw
ork
.iu
h
w
.ac.jp

山
王
病
院
は
、
所
在
地
が
東
京
都
心
の
交
通

の
便
の
良
い
青
山
・
赤
坂
地
区
に
あ
り
、
同
地

域
に
多
数
の
大
使
館
や
外
資
系
の
オ
フ
ィ
ス
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
外
国
の
方
の
外
来
患
者
数
が

多
い
上
、
各
国
か
ら
の
使
節
団
、
研
修
団
体
、

私
的
訪
問
者
の
受
け
入
れ
も
非
常
に
多
い
。

ま
さ
に
山
王
病
院
は
、
世
界
各
国
か
ら
の
来

院
者
を
迎
え
て
い
る
国
際
的
な
病
院
で
あ
る
。

医
師
を
は
じ
め
看
護
部
、
診
療
技
術
部
、
事
務

職
の
職
員
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
方
と
接
し
て

い
る
。
当
院
の
患
者
様
の
中
に
は
、「
世
界
を
ま

た
に
か
け
て
活
躍
し
て
い
る
」
患
者
様
も
多
く
、

ご
自
身
の
受
診
科
に
つ
い
て
、「
内
科
は
ア
メ
リ

カ
の
○
○
病
院
の
○
○
医
師
と
山
王
病
院
の
○

○
医
師
に
か
か
り
、
外
科
は
イ
ギ
リ
ス
の
○
○

医
師
と
こ
ち
ら
の
○
○
医
師
に
か
か
っ
て
い
る
」

と
い
う
よ
う
な
方
も
少
な
く
な
い
。

院
内
で
は
、
習
慣
、
文
化
的
な
背
景
に
配
慮

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
食
事
の
献
立
に
関
し

て
も
ご
要
望
を
伺
う
の
は
当
然
に
な
っ
て
い
る
。

事
務
部
Ｃ
Ｓ
課
（C

u
stom

er
S
erv
ice

）
内

に
あ
る
メ
デ
ｲ
カ
ル
ク
ラ
ブ
事
務
局
に
は
、
外

国
人
対
応
の
職
員
も
複
数
配
置
さ
れ
て
お
り
、

通
訳
や
翻
訳
、
相
談
受
付
、
入
院
説
明
、
来
客

対
応
等
、
英
語
を
中
心
に
業
務
を
遂
行
し
て
い

る
。最

近
の
海
外
か
ら
の
訪
問
団
に
つ
い
て
は
、

一
〇
月
六
日
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
労
働
移

住
省
局
長
ク
ラ
ス
一
行
の
来
訪
が
挙
げ
ら
れ
る
。

厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
国
際
課
か
ら
の
受
け
入

れ
依
頼
で
あ
っ
た
。
一
行
の
来
日
目
的
は
、「
日

本
国
へ
の
看
護
師
派
遣
計
画
に
関
す
る
会
議
」

が
一
〇
月
一
一
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
の
に
先
立

ち
、
日
本
の
病
院
の
診
療
体
制
、
看
護
師
の
業

務
内
容
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
イ
ス
ラ
ム
教
の
断
食
期
間
に
当
た
っ

て
い
た
為
、
日
中
は
一
切
の
飲
食
を
絶
っ
て
お

ら
れ
た
が
、
具
体
的
に
院
内
を
巡
っ
て
の
説
明

時
に
は
、
非
常
に
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
病
院
業

務
の
流
れ
、
設
備
、
管
理
、
人
的
な
動
き
に
つ

い
て
質
問
を
さ
れ
、
予
定
時
間
を
は
る
か
に
超

え
た
。
ま
た
、
当
院
の
殆
ど
個
室
で
あ
る
ホ
テ

ル
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
病
室
の
見
学
に
際
し

て
は
、「
こ
れ
が
病
室
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
。
ま

っ
た
く
ホ
テ
ル
の
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
と
変
わ
ら

な
い
」
と
、
感
嘆
の
発
言
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、

病
棟
で
の
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、

患
者
様
へ
の
配
慮
や
機
材
の
配
置
に
つ
い
て
熱

心
な
質
問
が
飛
び
交
っ
た
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
対
す
る
意
識
と
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

は
、
熱
心
に
メ
モ
を
と
る
姿
も
あ
っ
た
。

当
院
へ
の
来
訪
者
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

常
に
世
界
を
視
野
に
入
れ
た
医
療
の
あ
り
方
を

考
え
続
け
て
い
き
た
い
。

▼ 10287-37-2221／ 10287-36-6622／ 10287-37-1160 http://h-kinenkai.iuhw.ac.jp

臨
床
医
学
研
修
セ
ン
タ
ー（
栃
木
地
区
）

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
東
京
地
区
）

病室を見学するインドネシア視察団

 負担限度額 
基準費用額 

 第1段階 第2段階 第3段階  

 300円／日 390円／日 650円／日 1,380円 
 （1.0万円） （1.2万円） （2.0万円） （4.2万円） 

〔低所得者の負担限度額〕食費

※施設には基準費用額と負担限度額との差額が補足給付として、介護保険

から給付される。

   
基準費用額 

  第1段階 第2段階 第3段階  

多床室
 0円／日 320円 320円 320円／日 

 （0円） （1.0万円） （1.0万円） （1.0万円） 

従来型個室
 490円／日 490円／日 1,310円 1,640円／日 

 （1.5万円） （1.5万円） （4.0万円） （5.0万円） 
ユニット型 490円／日 490円／日 1,310円 1,640円／日 
準個室 （1.5万円） （1.5万円） （4.0万円） （5.0万円） 

ユニット型個室
 820円／日 820円／日 1,640円 1,970円／日 

 （2.5万円） （2.5万円） （5.0万円） （6.0万円） 

負担限度額 

〔低所得者の負担限度額〕居住費　 （ ）内は月額概数

※施設には基準費用額と負担限度額との差額が補足給付として、介護保険から給付される。
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「医療福祉チャンネル７７４」は衛星放送スカイパーフェクＴＶ！の774チャンネルでご視聴いただけます。
ご視聴には、スカイパーフェクＴＶ！専用アンテナ＆チューナーをお部屋のテレビにつなぐだけ！

･･･
（このほかに、スカイパーフェクＴＶ！加入料･･･2,940円（初回のみ）・スカイパーフェクＴＶ！月額基本料･･･410円がかかります。）
○IUHW学生、マロニエ会会員、教育後援会会員の皆様は、特別視聴の制度があります。下記までお問い合せ下さい。

フリーダイヤル 0120-870-774（お客さま係） Eメール info@iryoufukushi.com    ホームページ www.iryoufukushi.com

平成17年8月3日、東京大学医学部鉄門記念講堂で開催された養老孟
司先生の特別講演をお送りします。養老先生は、「生と死は連綿とつな
がっている」という、かつての日本人なら誰もがもっていた独特の死生
観を妨害しているのは、独創性がある「個性的な私」、そして「自分探
し」をした「本当の私」ではないかと語っています。

新たな高齢者医療制度創設及び政管健保見直し、診療報酬・介護報酬の
同時改定など、医療福祉界に重大な影響を与える平成18年度医療福祉制
度改革について、与党政策責任者、厚生労働省担当官ほか各界の講師をお
招きして、その課題と方向性を伺います。
講師予定者：丹羽雄哉（衆議院議員・元厚生大臣）、瀬上清貴（厚生労働省大臣
官房参事官・健康局付）、梶尾雅宏（厚生労働省医政局・総務課企画官）、宇都宮
啓（厚生労働省医政局・医事課医師臨床研修推進室長）、山下護（厚生労働省医
政局・指導課）、三浦公嗣（厚生労働省老人保健課長）、麦谷真里（厚生労働省・保
険局医療課長）、漆畑稔（薬剤師会）、武市尚子（国際医療福祉総合研究所）

国際医療福祉大学出版会では、『こ
んな時どうする？お子さんの急病対応
ガイドブック』を刊行いたしました。
現・山王病院の小児科上席部長、

前・国際医療福祉大学附属三田病院小
児科医の保科清先生の監修・執筆です。
本冊子は、子どもの症状を「発熱」

「腹痛」「けいれん」などの項目ごとに
分け、急病時の対応が一目でわかるよ
うに可愛らしいイラストでまとめたも
のです。
〈お申し込み〉

No. 

1 導入 
 
 
 
医療福祉制度改革の論点と課題① 
 
 
 
 
医療福祉制度改革の論点と課題② 
 
 
医療法・医師法改正の方向 

医師不足・研修医制度の改革 
 
ミニシンポジウム：各界から見た医療福祉制度改革 
医療品と医療制度改革 
政治から見た医療福祉制度改革 
保健所・市町村保健センター・地域包括支援
センターの機能と役割／介護予防・健康増進 
医療法人の改革 
介護保険法改正の実施と介護報酬の改定 
医療保険制度改革の方向性およびまとめ 

開講の趣旨・平成18年度医療福祉制度改正の持つ意味 
医療福祉制度の変遷と医療福祉制度の全体像 
１．社会保障費の改正目標の設定 
２．三位一体の改革（生活保護制度の見直し等） 
３．高齢者医療制度の創設 
４．国保制度の改革 
５．政管健保等の改革 
６．診療報酬体系 
７．特定医療費制度の見直し 
８．健康管理、疾病予防、介護予防対策 
９．医療供給体制 
10．医薬品等の開発、流通 
地域医療計画の見直し、医療法人改革、医師等の養成、研修 
新医師臨床研修制度の目的と現状（医師の流動化とその
影響、医師需給について、など） 
医療福祉制度改革への提言 
医薬分業の今後、後発品の使用促進、薬価基準のあり方など 
医療福祉制度改革について、立法府・与党の視点から 
保健所による危機管理や新しいあり方、地域における高
齢者の健康増進についての解説 
医療法人の改革についての解説 
介護保険法改正のポイントと平成18年度介護報酬改定 
平成18年度診療報酬改定の方向と混合診療問題、中医協改革 
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※都合により講義内容等変更させていただく場合があります。

（定価200円・送料別）


